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第31回シ

リー
ズ

　狭
田
子
供
会
は
、
幼
稚
園

児
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
て
、
現
在
二
世
帯

二
名
の
少
な
い
人
数
で
仲
良

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　登
下
校
で
は
、
人
数
が
少

な
い
た
め
、
安
広
地
区
の
登

校
班
と
一
緒
に
、
地
域
の
方

に
同
行
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
毎
日
安
全
に
登
下
校
し

て
い
ま
す
。

　夏
休
み
に
は
、
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
い
、
少
人
数
の
た
め

狭
田
・
安
広
・
宮
地
の
三
地

区
合
同
で
プ
チ
旅
行
に
行
っ

て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　地
域
の
方
々
に
は
、
子
ど

も
一
一
〇
番
の
設
置
や
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
に
ご
協
力
し
て

い
た
だ
き
安
全
に
登
下
校
が

で
き
て
い
ま
す
。

　資
源
回
収
に
も
ご
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
仲
良
く
・

楽
し
く
・
元
気
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も

達
の
成
長
を
一
緒
に
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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地域の 子どもたち子どもたち

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く・楽
し
く・

元
気
に

狭

田

子

供

会

「リーン・・リーン・・」耳を澄ませ
ば虫の声。　爽やかな秋の訪れを感じ
ながら、夜空を見上げることが多く
なりました。春夏秋冬の中でも過ご
しやすく、美味しい食べ物やこの季
節にしか見られない町並みの色や空
気を感じることができます。
　一緒に里庄散策しませんか。

議会だより議会だより

（22）………………………シリーズ“地域の子どもたち”（狭田子供会）

No.98
2019.10.312019.10.31
No.98

岡山県 里庄町議会岡山県 里庄町議会

よっしゃ～ 1着！（里庄中学校）よっしゃ～ 1着！（里庄中学校）

（14）…………………………………………町政を問う！（7人が登壇）

（6）………………………………令和元年度 一般会計補正予算（第3号）

（2）…………………………………………………………平成30年度 決算

（8）…………………………………………駅前の将来ビジョンは（質疑）
（仁科千）

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

令和元年第６回定例会は、１２月９日（月）から始まる予定です。
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令
和
元
年
第
５
回
定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、

条
例
の
一
部
改
正
６
件
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
８
件
、
平
成
30
年
度
決
算
10
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、
人
事
案

件
１
件
が
上
程
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
最
終
日
に
修
正
案
を
提
出
し
、
修
正
案
が
可
決
。
そ
の
他
は
原
案
通
り
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
３
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
お
よ
び
平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
に
は
７
人
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

9月

歳出４4億1066万円歳出４4億1066万円 全会一致で承認全会一致で承認
定
例
会

令和元年度一般会計補正予算は、修正案を　　 賛成多数で可決

里庄町議会だより　No.98

元気に演技（かすみ保育園）

平成３０年度普通会計決算

税金は次のように使われました

賛成 5：反対 4

人件費
6億1621万円
（14.0％）

人件費
6億1621万円
（14.0％）

扶助費
9億696万円
（20.6％）

扶助費
9億696万円
（20.6％）

公債費
3億6351万円（8.2％）
公債費
3億6351万円（8.2％）

繰出金
3億7426万円（8.5％）
繰出金
3億7426万円（8.5％）

維持補修費
3630万円（0.8％）
維持補修費
3630万円（0.8％）

災害復旧費
5462万円（1.2％）
災害復旧費
5462万円（1.2％）

積立金
1億6751万円（3.8％）
積立金
1億6751万円（3.8％）

普通建設事業費
3億4076万円（7.8％）
普通建設事業費
3億4076万円（7.8％）

投資および出資金・貸付金
5462万円（1.2％）
投資および出資金・貸付金
5462万円（1.2％）

物件費
7億2698万円
（16.5％）

物件費
7億2698万円
（16.5％）

補助費等
7億6890万円
（17.4％）

補助費等
7億6890万円
（17.4％）

平成30年度決算

15億2938万円
2億 964万円
10億7454万円
5億 57万円
3億 399万円
3億7364万円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
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◆町税（町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税）
◆地方消費税交付金
◆地方交付税
◆国庫支出金（負担金、補助金、委託金）
◆県支出金（負担金、補助金）
◆町債（借入金）

◆財政調整基金積立（貯金にまわした金額）
◆町債償還金（町の借金返済金）
◆笠岡地区消防組合負担金
◆廃棄物収集委託料
◆介護給付費（介護認定者に対する給付）
◆訓練等給付費（障がい者、介護認定者に対するもの）
◆後期高齢者医療療養給付費負担金
◆小児医療費（中学３年生までの助成）
◆児童手当
◆保育所給付費
◆小中学校空調設備新設改修工事請負費
◆公共下水道事業負担金
◆公共下水道事業出資金

１億2534万円
３億6351万円
１億9401万円
5796万円

１億5272万円
7002万円

１億 228万円
5733万円

１億9081万円
３億3376万円
１億5915万円
２億1091万円
5462万円

◎主な歳入（総収入47億3956万円）

◎主な歳出（５千万円以上の項目について）
自主財源

消費的経費
義務的経費

投資的経費

その他経費

歳 入
依存財源

歳入総額　47億3882万円

歳出総額　44億1066万円

歳 出
（性質別）

町税
15億2938万円
（32.3%）

町税
15億2938万円
（32.3%）

地方交付税
10億7454万円
（22.7%）

地方交付税
10億7454万円
（22.7%）

国庫支出金
5億57万円
（10.6%）

国庫支出金
5億57万円
（10.6%）

繰越金
2億6338万円（5.6%）
繰越金
2億6338万円（5.6%）

地方消費税交付金
2億964万円（4.4%）

地方譲与税
2789万円（0.6%）

地方特例交付金
1222万円（0.2%）

利子割交付金など
2266万円（0.5%）

繰入金
2億2726万円（4.8%）
繰入金
2億2726万円（4.8%）

分担金および負担金
7590万円（1.6%）

諸収入
6804万円（1.4%）使用料・手数料

2660万円（0.5%）

財産収入など
2311万円（0.5%）

県支出金
3億399万円（6.4%）
県支出金
3億399万円（6.4%）

地方債
3億7364万円
（7.9%）

地方債
3億7364万円
（7.9%）
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6804万円（1.4%）使用料・手数料

2660万円（0.5%）

財産収入など
2311万円（0.5%）

県支出金
3億399万円（6.4%）
県支出金
3億399万円（6.4%）

地方債
3億7364万円
（7.9%）

地方債
3億7364万円
（7.9%）
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事
業
内
容

質
　
疑

基
金
残
高
は

今日もがんばるぞ（大原西）

目指せ 100歳（津江分館）

　
　
　
　
　
❶
一
般
会
計
の

基
金
残
高
と
上
下
水
道
基
金

残
高
を
加
え
た
基
金
残
高
は
。

❷
起
債
に
対
す
る
交
付
額
は
。

❸
起
債
か
ら
交
付
額
を
引
い

た
純
借
金
は
。　
　
　
　
　

❹
基
金
残
高
と
純
借
金
の
比

較
は
黒
字
か
赤
字
か
。　
　

❺
い
つ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
な

っ
た
の
か
。
今
後
の
対
策
は
。

❻
基
準
財
政
収
入
額
及
び
基

準
財
政
需
要
額
、
公
債
費
充

当
一
般
財
源
並
び
に
公
債
費

負
担
比
率
、
地
方
債
残
高
と

債
務
負
債
行
為
額
は
。

　
　
　
　
　

❺
平
成
28
年
度
の
決
算
か
ら
。

佐
藤
議
員

財
政
運
営
の
心
構
え
は

　
　
　
　
　
❶
経
常
一
般
財

源
収
入
は
い
く
ら
。

❷
嘱
託
職
員
の
賃
金
は
、
経

常
収
支
比
率
に
入
っ
て
い
る

の
か
。

❸
財
政
運
営
の
心
構
え
は
。

　
　
　
　
　
❶
29
億
３
２
２

５
万
円
。

❷
経
常
収
支
比
率
に
入
っ
て

い
な
い
。

　
　
　
　
❸
抑
制
し
な
が
ら

財
源
の
ス
リ
ム
化
に
努
め
る
。

総
務
課
長

身近な主な事業内容平成30年度 身近な主な事業内容平成30年度

・各分館で敬老会を実施、老人クラブ活動支援

・交通安全対策としてガードレール・カーブミラー等
設置

・新商品開発、販路開拓支援、まこもたけ生産者支
援、圃場環境整備等の実施

・高齢者タクシー料金の助成券の交付（142件）

・放課後や長期休業中の学童保育事業
　（東小学校2教室52人・西小学校3教室125人）

・保育園施設給付費事業（里見124人・かすみ233人）

・中学3年生までの医療費を負担
　　（0歳～15歳まで延べ1671人）

・障害児相談支援・児童発達支援・放課後等デイサ
ービス費を負担

・各種検診（特定健診・後期高齢者健診・肝炎ウイルス検診・
各種がん検診・胃がんABC検診（ピロリ菌検査）・30歳代健康
診査等、健康相談117回・健康教育58回）

・予防接種（四種、二種混合・日本脳炎・インフルエンザ・小
児用、成人用肺炎球菌等）

・不妊治療助成・未熟児養育医療の実施

・指定ごみ袋購入

・ごみステーション設置（新設2か所・修繕3か所）

・合併処理浄化槽設置の助成
　（５人槽17基・７人槽９基）

・水路等改修（34件）・道路維持補修（27件）狭あい道
路整備（14件）・道路改良工事（２路線）

・橋梁長寿命化修繕計画策定

　
・
一
般
会
計

２
億
７
３
６
４
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
９
１
２
０
万
円

　
・
一
般
会
計

３
億
３
３
７
６
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

２
６
９
８
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
５
７
０
５
万
円

　
・
一
般
会
計

33
億
６
５
４
７
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

６
２
０
６
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

35
億
３
７
６
３
万
円

　　
　  

※
元
金
償
還
金
の
う
ち
、

　
　
　  

概
算
40
・
８
億
円
が
地

　
　
　  

方
交
付
税
に
算
入
さ
れ  

　
　
　  

る
見
込
み
。

　
財
政
調
整
基
金

８
億
１
１
５
１
万
円

　い
き
い
き
里
庄
基
金１億

円

　地
域
振
興
基
金

５
８
５
３
万
円

　
開
発
基
金

２
億
７
７
２
６
万
円

　
減
債
基
金

１
億
１
１
９
７
万
円

　ふ
る
さ
と
保
全
基
金

　
６
６
０
０
万
円

　
文
化
振
興
基
金

４
億
２
２
０
４
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

１
億
１
０
０
万
円

　
教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

１
億
１
３
６
９
万
円

　
土
地
開
発
基
金

１
億
３
０
２
万
円

　
環
境
整
美
基
金

５
０
３
９
万
円

　
古
山
基
金１

０
０
８
万
円

　
　 

　
端
数
処
理
を
し
て
い
る

　
　
　 

た
め
、
合
計
額
が
一
致

　
　
　 

し
な
い
場
合
が
あ
る
。

平
成
30
年
度
起
債
額（
借
金
）

平
成
30
年
度
公
債
費（
元
金
償
還
金
）

平
成
30
年
度
末
起
債
残
高

一般
会
計
の
基
金（
貯
金
総
額
）

町
の
借
金
と
貯
金（
平
成
30
年
度
の
状
況
）

５
億
１
７
７
９
万
円

５
億
６
４
８
４
万
円

22
億
２
５
４
９
万
円

69
億
６
５
１
６
万
円 ※

・河川浚渫、維持補修工事等の実施

・自主防災組織の防災資機材整備補助（３分館）、　
自主防災組織の活動支援（７分館）

・公立学校施設空調設備工事の実施

・学校生活支援員の配置
　中学校３人・東小８人・西小９人・東幼２人・西幼３人
　（小中連携を含む）

・文化ホール事業の実施
　（森山良子コンサート・夏休み子ども劇場）

・公共土木施設災害復旧工事（34件）

30年度平成

　
平
成
30
年
度
決
算
の
総
括
質
疑
は
、
２
人
が
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

総 

括 

質 

疑 決
　算
決
　算
決
　算

❶基金残高
❷起債残高
　対する交付額
❸純粋な借金額

26億8433万円
69億6515万円
40億8092万円
28億8423万円

比較❶－❸＝❹マイナス1億9989万円　赤字

　
数
年
の
実
績
を
踏
ま
え
、

基
金
に
つ
い
て
は
財
源
確
保

と
事
業
費
の
抑
制
に
よ
り
、

取
り
崩
し
を
控
え
て
運
用
が

可
能
と
考
え
る
。

　
起
債
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
下
水
道
整
備
事

業
を
半
減
と
起
債
の
抑
制
し
、

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
努

め
る
。

❻
基
準
財
政
収
入
額

　
　
　
13
億
６
９
１
２
万
円

基
準
財
政
需
要
額

　
　
　
　
23
億
８
１
２
万
円

公
債
費
負
担
比
率
10
・
８
％

地
方
債
残
高

　
　
　
33
億
６
５
４
６
万
円

債
務
負
債
行
為
額

　
　
　
1
億
４
０
４
２
万
円

仁
科
英
議
員

　
人
件
費
増
大
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
職
員
は
正
規
採
用
、

臨
時
職
員
と
柔
軟
な
対
応
を

考
え
、
人
件
費
の
抑
制
に
努

め
る
。

総
務
課
長

町

　長

学 校 名
中 学 校
東小学校
西小学校

新 設（台） 
25
17
17

更 新（台）  
29
18
19
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事
業
内
容

質
　
疑

基
金
残
高
は

今日もがんばるぞ（大原西）

目指せ 100歳（津江分館）

　
　
　
　
　
❶
一
般
会
計
の

基
金
残
高
と
上
下
水
道
基
金

残
高
を
加
え
た
基
金
残
高
は
。

❷
起
債
に
対
す
る
交
付
額
は
。

❸
起
債
か
ら
交
付
額
を
引
い

た
純
借
金
は
。　
　
　
　
　

❹
基
金
残
高
と
純
借
金
の
比

較
は
黒
字
か
赤
字
か
。　
　

❺
い
つ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
な

っ
た
の
か
。
今
後
の
対
策
は
。

❻
基
準
財
政
収
入
額
及
び
基

準
財
政
需
要
額
、
公
債
費
充

当
一
般
財
源
並
び
に
公
債
費

負
担
比
率
、
地
方
債
残
高
と

債
務
負
債
行
為
額
は
。

　
　
　
　
　

❺
平
成
28
年
度
の
決
算
か
ら
。

佐
藤
議
員

財
政
運
営
の
心
構
え
は

　
　
　
　
　
❶
経
常
一
般
財

源
収
入
は
い
く
ら
。

❷
嘱
託
職
員
の
賃
金
は
、
経

常
収
支
比
率
に
入
っ
て
い
る

の
か
。

❸
財
政
運
営
の
心
構
え
は
。

　
　
　
　
　
❶
29
億
３
２
２

５
万
円
。

❷
経
常
収
支
比
率
に
入
っ
て

い
な
い
。

　
　
　
　
❸
抑
制
し
な
が
ら

財
源
の
ス
リ
ム
化
に
努
め
る
。

総
務
課
長

身近な主な事業内容平成30年度 身近な主な事業内容平成30年度

・各分館で敬老会を実施、老人クラブ活動支援

・交通安全対策としてガードレール・カーブミラー等
設置

・新商品開発、販路開拓支援、まこもたけ生産者支
援、圃場環境整備等の実施

・高齢者タクシー料金の助成券の交付（142件）

・放課後や長期休業中の学童保育事業
　（東小学校2教室52人・西小学校3教室125人）

・保育園施設給付費事業（里見124人・かすみ233人）

・中学3年生までの医療費を負担
　　（0歳～15歳まで延べ1671人）

・障害児相談支援・児童発達支援・放課後等デイサ
ービス費を負担

・各種検診（特定健診・後期高齢者健診・肝炎ウイルス検診・
各種がん検診・胃がんABC検診（ピロリ菌検査）・30歳代健康
診査等、健康相談117回・健康教育58回）

・予防接種（四種、二種混合・日本脳炎・インフルエンザ・小
児用、成人用肺炎球菌等）

・不妊治療助成・未熟児養育医療の実施

・指定ごみ袋購入

・ごみステーション設置（新設2か所・修繕3か所）

・合併処理浄化槽設置の助成
　（５人槽17基・７人槽９基）

・水路等改修（34件）・道路維持補修（27件）狭あい道
路整備（14件）・道路改良工事（２路線）

・橋梁長寿命化修繕計画策定

　
・
一
般
会
計

２
億
７
３
６
４
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
９
１
２
０
万
円

　
・
一
般
会
計

３
億
３
３
７
６
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

２
６
９
８
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
５
７
０
５
万
円

　
・
一
般
会
計

33
億
６
５
４
７
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

６
２
０
６
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

35
億
３
７
６
３
万
円

　　
　  

※
元
金
償
還
金
の
う
ち
、

　
　
　  

概
算
40
・
８
億
円
が
地

　
　
　  

方
交
付
税
に
算
入
さ
れ  

　
　
　  

る
見
込
み
。

　
財
政
調
整
基
金

８
億
１
１
５
１
万
円

　い
き
い
き
里
庄
基
金１億

円

　地
域
振
興
基
金

５
８
５
３
万
円

　
開
発
基
金

２
億
７
７
２
６
万
円

　
減
債
基
金

１
億
１
１
９
７
万
円

　ふ
る
さ
と
保
全
基
金

　
６
６
０
０
万
円

　
文
化
振
興
基
金

４
億
２
２
０
４
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

１
億
１
０
０
万
円

　
教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

１
億
１
３
６
９
万
円

　
土
地
開
発
基
金

１
億
３
０
２
万
円

　
環
境
整
美
基
金

５
０
３
９
万
円

　
古
山
基
金１

０
０
８
万
円

　
　 

　
端
数
処
理
を
し
て
い
る

　
　
　 

た
め
、
合
計
額
が
一
致

　
　
　 

し
な
い
場
合
が
あ
る
。

平
成
30
年
度
起
債
額（
借
金
）

平
成
30
年
度
公
債
費（
元
金
償
還
金
）

平
成
30
年
度
末
起
債
残
高

一般
会
計
の
基
金（
貯
金
総
額
）

町
の
借
金
と
貯
金（
平
成
30
年
度
の
状
況
）

５
億
１
７
７
９
万
円

５
億
６
４
８
４
万
円

22
億
２
５
４
９
万
円

69
億
６
５
１
６
万
円 ※

・河川浚渫、維持補修工事等の実施

・自主防災組織の防災資機材整備補助（３分館）、　
自主防災組織の活動支援（７分館）

・公立学校施設空調設備工事の実施

・学校生活支援員の配置
　中学校３人・東小８人・西小９人・東幼２人・西幼３人
　（小中連携を含む）

・文化ホール事業の実施
　（森山良子コンサート・夏休み子ども劇場）

・公共土木施設災害復旧工事（34件）

30年度平成

　
平
成
30
年
度
決
算
の
総
括
質
疑
は
、
２
人
が
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

総 

括 

質 

疑 決
　算
決
　算
決
　算

❶基金残高
❷起債残高
　対する交付額
❸純粋な借金額

26億8433万円
69億6515万円
40億8092万円
28億8423万円

比較❶－❸＝❹マイナス1億9989万円　赤字

　
数
年
の
実
績
を
踏
ま
え
、

基
金
に
つ
い
て
は
財
源
確
保

と
事
業
費
の
抑
制
に
よ
り
、

取
り
崩
し
を
控
え
て
運
用
が

可
能
と
考
え
る
。

　
起
債
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
下
水
道
整
備
事

業
を
半
減
と
起
債
の
抑
制
し
、

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
努

め
る
。

❻
基
準
財
政
収
入
額

　
　
　
13
億
６
９
１
２
万
円

基
準
財
政
需
要
額

　
　
　
　
23
億
８
１
２
万
円

公
債
費
負
担
比
率
10
・
８
％

地
方
債
残
高

　
　
　
33
億
６
５
４
６
万
円

債
務
負
債
行
為
額

　
　
　
1
億
４
０
４
２
万
円

仁
科
英
議
員

　
人
件
費
増
大
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
職
員
は
正
規
採
用
、

臨
時
職
員
と
柔
軟
な
対
応
を

考
え
、
人
件
費
の
抑
制
に
努

め
る
。

総
務
課
長

町

　長

学 校 名
中 学 校
東小学校
西小学校

新 設（台） 
25
17
17

更 新（台）  
29
18
19
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質

　疑

補

　正
委
員
長
報
告

仁科千鶴子議員
　中央の駐車部分と駅西駐車場出入り口変
更に伴う歩道確保等、追加の測量設計が必
要であり、すべてが完成するための追加設
計の３００万円。
　無人駅になってしまった時だからこそ、明
るいきれいな活気ある里庄を・・・重要度
の高い交通安全事業である。
　里庄の将来のためにも測量設計を最後
まで完了させるべき。

原案に賛成！

重要度の高い交通安全事業

小野光章議員
　駅前は里庄の顔であり、今やらねばいつ
やる。駅前の町道安全施策に関し、３００万
円で追加設計を完成させ、総合的な工事設
計を見極める有意義な判断。
　事業費がいくらになる、国費はいくら等、
検討するためにも調査、設計は続行すべ
き。全体設計を作成し、総合的なレイアウト
を検討すべき。

原案に賛成！

今やらねば、いつやる

平野敏弘議員

　３月議会で修正動議をした。反対したも
のをなぜまた上げてくるのか。
　エレベーターをつけ、バリアフリー化して
みんなに喜んで駅を利用してもらう、乗る
人が増えるような展望がない。

修正案に賛成！

喜んで利用してもらえる
展望がない

令
和
元
年
度

補
正
予
算

平
成
30
年
度
決
算

　
９
月
11
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
、
関
係
当
局
の
出
席

を
求
め
て
説
明
を
受
け
、
慎

重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
主
に
里
庄
駅
前
広

場
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
質

疑
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
特

別
会
計
補
正
予
算
・
事
業
会

計
補
正
予
算
は
全
会
一
致
で

原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
９
月
11
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
、
関
係
当
局
の
出
席

を
求
め
説
明
を
聴
取
し
、
慎

重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
文
化
ホ
ー
ル
で
の
自
主
事

業
の
収
支
の
改
善
努
力
を
、

駅
東
西
の
駐
車
場
の
無
人
化

は
で
き
な
い
か
、
等
の
質
疑

や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
平
成
30
年

度
里
庄
町
一
般
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
は
、
趣
旨
と

目
的
に
従
っ
て
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
よ
っ
て

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
報
告

収　入 支　出 差　引
収益的
資本的
収益的
資本的

公営企業会計

水 道  事  業

公共下水道事業

一　般　会　計
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

    

平成30年度 会計別決算状況

国 民 健 康 保 険
育英奨学資金給与
介護老人保健施設
介 　 護 　 保 　 険
後 期 高 齢 者 医 療
町 営 墓 地

計
会
別
特

元年度令和

　
令
和
元
年
度
補
正
予
算
８
件
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
、
修

正
動
議
を
提
出
。
修
正
案
が
可
決
、
そ
の
他
は
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

補
　正
補
　正
補
　正

　
駅
前
の
道
路
安
全
施
策
を

遂
行
す
る
た
め
に
、
全
体
設

計
の
作
成
が
必
要
で
、
そ
の

た
め
の
費
用
と
な
る
金
額
で

す
。

〈
修
正
案
〉

　
同
補
正
額
、
３
０
０
万
円

を
減
額
し
ま
す
。

駅
前
広
場
等
整
備

　
　   

３
０
０
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

佐藤耕三議員
　この計画を進めるより、例えば西側の駐
車場を利用しながら、安全確保するべき。
　高低差のある駅前をロータリーにするこ
と自体に問題がある。
　駅の昇降口の位置を考えれば、この計画ど
おりに利用者が、歩道を使うとは限らない。
　実際には、絵に描いた餅ではないか。

修正案に賛成！

絵に描いた餅だ
仁科英麿議員

　長期に大きな目で見たら、南北の通り抜
け、橋上駅化、必要であれば北側に広場を
つくる検討が必要である。
　駅前の安全確保は本当に必要だが、一旦
ストップして考え直しをしたらどうか。
　執行部が中心になって案を出し、議員も
町民も参加して議論して改めて基本から練
り直していく必要がある。

修正案に賛成！

基本から練り直しが必要
髙田卓司議員

　補助金をもらわないで、もっとコンパクト
にやる方法はないのか。そうすれば、町の持
ち出しが１億円も要らない。
　３月議会に修正動議があり、９月そのま
ま出してくるのはどういうことか。議会軽視
も甚だしい。
　費用対効果を検討したか。町にとって何
が必要か。財政が厳しい時にもっと本気で
考える必要がある。

修正案に賛成！

費用対効果を検討したか

47億3956万円
12億1059万円

25万円
4475万円

10億2320万円
1億6398万円

374万円

44億1280万円
11億7747万円

0万円
3929万円

10億979万円
1億6322万円

259万円

3億2676万円
3312万円
25万円
546万円
1341万円
76万円
115万円

2億8225万円
1719万円

3億6447万円
3億114万円

2億4306万円
1億1476万円
2億9052万円
5億353万円

3919万円
△9757万円
7395万円

△2億239万円
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質

　疑

補

　正
委
員
長
報
告

仁科千鶴子議員
　中央の駐車部分と駅西駐車場出入り口変
更に伴う歩道確保等、追加の測量設計が必
要であり、すべてが完成するための追加設
計の３００万円。
　無人駅になってしまった時だからこそ、明
るいきれいな活気ある里庄を・・・重要度
の高い交通安全事業である。
　里庄の将来のためにも測量設計を最後
まで完了させるべき。

原案に賛成！

重要度の高い交通安全事業

小野光章議員
　駅前は里庄の顔であり、今やらねばいつ
やる。駅前の町道安全施策に関し、３００万
円で追加設計を完成させ、総合的な工事設
計を見極める有意義な判断。
　事業費がいくらになる、国費はいくら等、
検討するためにも調査、設計は続行すべ
き。全体設計を作成し、総合的なレイアウト
を検討すべき。

原案に賛成！

今やらねば、いつやる

平野敏弘議員

　３月議会で修正動議をした。反対したも
のをなぜまた上げてくるのか。
　エレベーターをつけ、バリアフリー化して
みんなに喜んで駅を利用してもらう、乗る
人が増えるような展望がない。

修正案に賛成！

喜んで利用してもらえる
展望がない

令
和
元
年
度

補
正
予
算

平
成
30
年
度
決
算

　
９
月
11
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
、
関
係
当
局
の
出
席

を
求
め
て
説
明
を
受
け
、
慎

重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
主
に
里
庄
駅
前
広

場
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
質

疑
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
特

別
会
計
補
正
予
算
・
事
業
会

計
補
正
予
算
は
全
会
一
致
で

原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
９
月
11
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
、
関
係
当
局
の
出
席

を
求
め
説
明
を
聴
取
し
、
慎

重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
文
化
ホ
ー
ル
で
の
自
主
事

業
の
収
支
の
改
善
努
力
を
、

駅
東
西
の
駐
車
場
の
無
人
化

は
で
き
な
い
か
、
等
の
質
疑

や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
平
成
30
年

度
里
庄
町
一
般
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
は
、
趣
旨
と

目
的
に
従
っ
て
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
よ
っ
て

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
報
告

収　入 支　出 差　引
収益的
資本的
収益的
資本的

公営企業会計

水 道  事  業

公共下水道事業

一　般　会　計
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

    

平成30年度 会計別決算状況

国 民 健 康 保 険
育英奨学資金給与
介護老人保健施設
介 　 護 　 保 　 険
後 期 高 齢 者 医 療
町 営 墓 地

計
会
別
特

元年度令和

　
令
和
元
年
度
補
正
予
算
８
件
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
、
修

正
動
議
を
提
出
。
修
正
案
が
可
決
、
そ
の
他
は
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

補
　正
補
　正
補
　正

　
駅
前
の
道
路
安
全
施
策
を

遂
行
す
る
た
め
に
、
全
体
設

計
の
作
成
が
必
要
で
、
そ
の

た
め
の
費
用
と
な
る
金
額
で

す
。

〈
修
正
案
〉

　
同
補
正
額
、
３
０
０
万
円

を
減
額
し
ま
す
。

駅
前
広
場
等
整
備

　
　   

３
０
０
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

佐藤耕三議員
　この計画を進めるより、例えば西側の駐
車場を利用しながら、安全確保するべき。
　高低差のある駅前をロータリーにするこ
と自体に問題がある。
　駅の昇降口の位置を考えれば、この計画ど
おりに利用者が、歩道を使うとは限らない。
　実際には、絵に描いた餅ではないか。

修正案に賛成！

絵に描いた餅だ
仁科英麿議員

　長期に大きな目で見たら、南北の通り抜
け、橋上駅化、必要であれば北側に広場を
つくる検討が必要である。
　駅前の安全確保は本当に必要だが、一旦
ストップして考え直しをしたらどうか。
　執行部が中心になって案を出し、議員も
町民も参加して議論して改めて基本から練
り直していく必要がある。

修正案に賛成！

基本から練り直しが必要
髙田卓司議員

　補助金をもらわないで、もっとコンパクト
にやる方法はないのか。そうすれば、町の持
ち出しが１億円も要らない。
　３月議会に修正動議があり、９月そのま
ま出してくるのはどういうことか。議会軽視
も甚だしい。
　費用対効果を検討したか。町にとって何
が必要か。財政が厳しい時にもっと本気で
考える必要がある。

修正案に賛成！

費用対効果を検討したか

47億3956万円
12億1059万円

25万円
4475万円

10億2320万円
1億6398万円

374万円

44億1280万円
11億7747万円

0万円
3929万円

10億979万円
1億6322万円

259万円

3億2676万円
3312万円
25万円
546万円
1341万円
76万円
115万円

2億8225万円
1719万円

3億6447万円
3億114万円

2億4306万円
1億1476万円
2億9052万円
5億353万円

3919万円
△9757万円
7395万円

△2億239万円
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補

　正

補

　正

現状の駅前

改修される石橋（駅西踏切付近）

9月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　　（補正額）

（1億1743万円）
（1994万円）
（1265万円）
（1629万円）
（△4万円）
（△26万円）

　
（1万円）

（△260万円）
（57万円）

（△5万円）
（△5万円）
（1万円）
（1万円）

45億9480万円
10億6229万円

4402万円
10億8267万円
1億6201万円

426万円
　

2億8640万円
2億7017万円
1億1047万円

3億6972万円
3億4077万円
3億1741万円
4億8018万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介護老人保健施設特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
町営墓地特別会計
水道事業会計

収益的収入
収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

　
工
事
の
際
に
臨
時
道
路
を

つ
く
り
、
通
行
の
障
害
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
本

年
度
中
に
完
工
予
定
。

里
庄
駅
西
踏
切
北
の

石
橋
部
分
の
改
修
工
事

　
　
４
９
５
０
万
円

質  

疑

費
が
３
割
、
７
割
が
用
地
と

補
償
。
こ
う
い
う
工
事
を
本

当
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

❸
将
来
20
年
、
年
間
５
０
０

万
円
の
負
担
と
な
る
が
、
ど

こ
か
ら
工
面
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　
❶
里
庄
町
の
将
来

に
と
っ
て
必
要
と
考
え
る
。

本
当
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

　
　
　
　
　
❶
３
月
議
会
で

修
正
動
議
を
出
し
、
否
決
し

た
同
じ
部
分
を
ま
た
出
し
て

い
る
。
議
員
の
意
見
を
無
視

し
て
出
し
て
き
た
と
思
わ
れ

る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

❷
総
予
算
の
概
略
は
３
億
５

０
０
０
万
円
。
実
際
の
工
事

髙
田
議
員

リ
ー
化
し
、
駅
構
内
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
な
げ
て
い

く
考
え
。

　
現
に
、
２
６
０
０
人
の
通

勤
・
通
学
者
が
い
て
、
そ
れ

以
外
に
も
駅
前
の
道
路
を
使

う
人
が
い
る
以
上
、
生
活
道

路
と
し
て
の
整
備
は
必
要
と

考
え
る
。
い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
を
秘
め
た
道
路
整
備
な
の

で
、
ぜ
ひ
理
解
を
得
た
い
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
く
保
証
な
し

　
　
　
　
　
駅
前
を
整
備
し

て
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
く

保
証
は
な
い
。

　
展
望
が
見
え
な
い
と
こ
ろ

へ
１
億
円
入
れ
て
ど
う
す
る

の
か
。

　
　
　
　
駅
が
な
く
な
ら
な

い
限
り
利
用
者
は
あ
る
。

　
交
通
事
故
も
起
き
て
い
る

の
で
安
全
が
第
１
の
目
的
。

あ
わ
せ
て
駅
前
を
バ
リ
ア
フ

平
野
議
員

町

　長

　
　
　
　
　
　
　
❶
ロ
ー
タ

リ
ー
内
の
駐
車
場
と
西
側
に

つ
な
が
る
歩
道
の
部
分
の
測

量
設
計
費
用
が
３
０
０
万
円
。

そ
し
て
、
全
体
の
額
を
確
定

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
３
年
に
翌
年
度
の
国

費
の
交
付
金
を
要
望
し
、
整

備
は
、
令
和
４
年
か
ら
７
年

ぐ
ら
い
に
な
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
で
用
地

の
算
定
と
物
件
移
転
補
償
費

の
算
定
の
予
算
が
必
要
に
な

る
と
思
う
。

　
最
終
形
を
見
て
い
な
い
段

階
な
の
で
、
説
明
さ
え
ま
だ

で
き
て
い
な
い
状
況
。

駅
前
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

　
　
　
　
　
❶
３
０
０
万
を

認
め
た
後
の
計
画
の
手
順
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
町
民
は
納
得
し
て
い
る
の

か
。

❷
駅
前
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

ど
う
考
え
る
か
。

❸
利
用
促
進
の
た
め
に
駐
車

場
な
ど
の
環
境
整
備
も
必
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

❹
こ
れ
を
整
備
し
、
そ
の
後

の
展
開
に
支
障
が
な
い
か
。

　
　
　
　
❷
駅
の
環
境
整
備

に
は
か
な
り
制
約
が
か
か
る
。

現
実
的
に
今
や
る
べ
き
こ
と

は
、
駅
前
の
道
路
整
備
と
あ

わ
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

最
小
限
と
考
え
て
い
る
。

　
最
終
形
は
測
量
設
計
が
で

き
な
い
と
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
見
え
て
こ
な
い
。

❸
そ
の
考
え
は
あ
る
と
思
う
。

❹
全
く
支
障
が
な
い
か
わ
か

ら
な
い
が
、
現
状
を
改
善
し
、

将
来
へ
つ
な
げ
る
ス
テ
ッ
プ

に
は
十
分
な
り
得
る
と
思
う
。

駅
南
側
の
利
用
で
き
る
土
地

は
、
限
ら
れ
て
い
て
、
官
民

連
携
の
広
大
な
開
発
計
画
は
、

里
庄
町
で
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
交
付
金

を
も
ら
う
た
め
に
、
県
や
期

成
会
と
相
談
を
し
て
き
た
。

　
西
の
踏
切
に
向
か
う
沿
線

を
含
め
、
今
後
は
計
画
で
動

か
せ
る
と
こ
ろ
は
一
緒
に
考

え
て
い
く
事
に
な
る
と
思
う
。

補
助
金
に
頼
ら
な
い
公
民
連
携
を

　
　
　
　
　
❶
大
き
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
ち
、
補
助
金
に
頼

ら
な
い
で
公
民
連
携
を
考
え

な
が
ら
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

❷
平
成
27
年
、
28
年
に
駅
前

広
場
の
話
が
出
た
が
、
駅
前

分
館
の
一
部
の
人
・
箇
所
の

整
備
で
は
物
足
ら
な
い
と
思

う
が
答
弁
を
。

　
　
　
　
❶
財
源
や
駅
の
周

辺
に
遊
休
地
が
あ
れ
ば
十
分

考
え
ら
れ
る
と
思
う
。
里
庄

岡
村
議
員

町

　長

仁
科
英
議
員

　
県
や
公
安
と
協
議
し
、
こ

の
よ
う
な
形
で
道
路
整
備
を

す
れ
ば
大
変
条
件
の
い
い
交

付
金
が
も
ら
え
る
の
で
、
財

源
の
こ
と
も
報
告
し
、
理
解

を
得
た
い
と
考
え
た
。

❷
通
勤
、
通
学
、
駅
前
で
生

活
さ
れ
て
い
る
人
の
安
全
の

確
保
が
一
番
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
駅
前
整
備
を
す
る

こ
と
で
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
も
つ
な
げ
る
環
境
を

整
え
る
目
的
も
あ
る
。

❸
起
債
事
業
は
社
会
資
本
の

整
備
、
未
来
へ
の
投
資
。

　
地
域
振
興
の
た
め
に
交
付

さ
れ
た
い
き
い
き
里
庄
基
金

を
起
債
の
償
還
に
充
て
れ
ば

一
度
に
基
金
は
減
る
こ
と
な

く
、
一
般
財
源
に
与
え
る
影

響
は
少
な
い
と
考
え
る
。

町

　長

農
林
建
設
課
長

町

　長

農
林
建
設
課
長

仁
科
英
議
員

人  

事

教
育
委
員
会
委
員

里
庄
町
大
字
新
庄

藤
井
　
幸
治 

氏

質  

疑
資
格
要
件
は

　
　
　
　
　
教
育
委
員
も
一

定
の
資
格
要
件
は
あ
る
の
か
。

全
体
と
し
て
構
成
の
制
限
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
基
本
的
に
は
国
の

法
律
の
中
で
教
育
委
員
数
や

構
成
メ
ン
バ
ー
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
立
場
や
、
職

種
の
人
、
ま
た
学
区
が
偏
ら

な
い
よ
う
総
合
的
に
考
え
て

お
願
い
を
し
て
い
る
。

教
育
長
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補

　正

補

　正

現状の駅前

改修される石橋（駅西踏切付近）

9月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　　（補正額）

（1億1743万円）
（1994万円）
（1265万円）
（1629万円）
（△4万円）
（△26万円）

　
（1万円）

（△260万円）
（57万円）

（△5万円）
（△5万円）
（1万円）
（1万円）

45億9480万円
10億6229万円

4402万円
10億8267万円
1億6201万円

426万円
　

2億8640万円
2億7017万円
1億1047万円

3億6972万円
3億4077万円
3億1741万円
4億8018万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介護老人保健施設特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
町営墓地特別会計
水道事業会計

収益的収入
収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

　
工
事
の
際
に
臨
時
道
路
を

つ
く
り
、
通
行
の
障
害
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
本

年
度
中
に
完
工
予
定
。

里
庄
駅
西
踏
切
北
の

石
橋
部
分
の
改
修
工
事

　
　
４
９
５
０
万
円

質  

疑

費
が
３
割
、
７
割
が
用
地
と

補
償
。
こ
う
い
う
工
事
を
本

当
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

❸
将
来
20
年
、
年
間
５
０
０

万
円
の
負
担
と
な
る
が
、
ど

こ
か
ら
工
面
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　
❶
里
庄
町
の
将
来

に
と
っ
て
必
要
と
考
え
る
。

本
当
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

　
　
　
　
　
❶
３
月
議
会
で

修
正
動
議
を
出
し
、
否
決
し

た
同
じ
部
分
を
ま
た
出
し
て

い
る
。
議
員
の
意
見
を
無
視

し
て
出
し
て
き
た
と
思
わ
れ

る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

❷
総
予
算
の
概
略
は
３
億
５

０
０
０
万
円
。
実
際
の
工
事

髙
田
議
員

リ
ー
化
し
、
駅
構
内
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
な
げ
て
い

く
考
え
。

　
現
に
、
２
６
０
０
人
の
通

勤
・
通
学
者
が
い
て
、
そ
れ

以
外
に
も
駅
前
の
道
路
を
使

う
人
が
い
る
以
上
、
生
活
道

路
と
し
て
の
整
備
は
必
要
と

考
え
る
。
い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
を
秘
め
た
道
路
整
備
な
の

で
、
ぜ
ひ
理
解
を
得
た
い
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
く
保
証
な
し

　
　
　
　
　
駅
前
を
整
備
し

て
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
く

保
証
は
な
い
。

　
展
望
が
見
え
な
い
と
こ
ろ

へ
１
億
円
入
れ
て
ど
う
す
る

の
か
。

　
　
　
　
駅
が
な
く
な
ら
な

い
限
り
利
用
者
は
あ
る
。

　
交
通
事
故
も
起
き
て
い
る

の
で
安
全
が
第
１
の
目
的
。

あ
わ
せ
て
駅
前
を
バ
リ
ア
フ

平
野
議
員

町

　長

　
　
　
　
　
　
　
❶
ロ
ー
タ

リ
ー
内
の
駐
車
場
と
西
側
に

つ
な
が
る
歩
道
の
部
分
の
測

量
設
計
費
用
が
３
０
０
万
円
。

そ
し
て
、
全
体
の
額
を
確
定

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
３
年
に
翌
年
度
の
国

費
の
交
付
金
を
要
望
し
、
整

備
は
、
令
和
４
年
か
ら
７
年

ぐ
ら
い
に
な
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
で
用
地

の
算
定
と
物
件
移
転
補
償
費

の
算
定
の
予
算
が
必
要
に
な

る
と
思
う
。

　
最
終
形
を
見
て
い
な
い
段

階
な
の
で
、
説
明
さ
え
ま
だ

で
き
て
い
な
い
状
況
。

駅
前
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

　
　
　
　
　
❶
３
０
０
万
を

認
め
た
後
の
計
画
の
手
順
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
町
民
は
納
得
し
て
い
る
の

か
。

❷
駅
前
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

ど
う
考
え
る
か
。

❸
利
用
促
進
の
た
め
に
駐
車

場
な
ど
の
環
境
整
備
も
必
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

❹
こ
れ
を
整
備
し
、
そ
の
後

の
展
開
に
支
障
が
な
い
か
。

　
　
　
　
❷
駅
の
環
境
整
備

に
は
か
な
り
制
約
が
か
か
る
。

現
実
的
に
今
や
る
べ
き
こ
と

は
、
駅
前
の
道
路
整
備
と
あ

わ
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

最
小
限
と
考
え
て
い
る
。

　
最
終
形
は
測
量
設
計
が
で

き
な
い
と
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
見
え
て
こ
な
い
。

❸
そ
の
考
え
は
あ
る
と
思
う
。

❹
全
く
支
障
が
な
い
か
わ
か

ら
な
い
が
、
現
状
を
改
善
し
、

将
来
へ
つ
な
げ
る
ス
テ
ッ
プ

に
は
十
分
な
り
得
る
と
思
う
。

駅
南
側
の
利
用
で
き
る
土
地

は
、
限
ら
れ
て
い
て
、
官
民

連
携
の
広
大
な
開
発
計
画
は
、

里
庄
町
で
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
交
付
金

を
も
ら
う
た
め
に
、
県
や
期

成
会
と
相
談
を
し
て
き
た
。

　
西
の
踏
切
に
向
か
う
沿
線

を
含
め
、
今
後
は
計
画
で
動

か
せ
る
と
こ
ろ
は
一
緒
に
考

え
て
い
く
事
に
な
る
と
思
う
。

補
助
金
に
頼
ら
な
い
公
民
連
携
を

　
　
　
　
　
❶
大
き
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
ち
、
補
助
金
に
頼

ら
な
い
で
公
民
連
携
を
考
え

な
が
ら
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

❷
平
成
27
年
、
28
年
に
駅
前

広
場
の
話
が
出
た
が
、
駅
前

分
館
の
一
部
の
人
・
箇
所
の

整
備
で
は
物
足
ら
な
い
と
思

う
が
答
弁
を
。

　
　
　
　
❶
財
源
や
駅
の
周

辺
に
遊
休
地
が
あ
れ
ば
十
分

考
え
ら
れ
る
と
思
う
。
里
庄

岡
村
議
員

町

　長

仁
科
英
議
員

　
県
や
公
安
と
協
議
し
、
こ

の
よ
う
な
形
で
道
路
整
備
を

す
れ
ば
大
変
条
件
の
い
い
交

付
金
が
も
ら
え
る
の
で
、
財

源
の
こ
と
も
報
告
し
、
理
解

を
得
た
い
と
考
え
た
。

❷
通
勤
、
通
学
、
駅
前
で
生

活
さ
れ
て
い
る
人
の
安
全
の

確
保
が
一
番
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
駅
前
整
備
を
す
る

こ
と
で
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
も
つ
な
げ
る
環
境
を

整
え
る
目
的
も
あ
る
。

❸
起
債
事
業
は
社
会
資
本
の

整
備
、
未
来
へ
の
投
資
。

　
地
域
振
興
の
た
め
に
交
付

さ
れ
た
い
き
い
き
里
庄
基
金

を
起
債
の
償
還
に
充
て
れ
ば

一
度
に
基
金
は
減
る
こ
と
な

く
、
一
般
財
源
に
与
え
る
影

響
は
少
な
い
と
考
え
る
。

町

　長

農
林
建
設
課
長

町

　長

農
林
建
設
課
長

仁
科
英
議
員

人  

事

教
育
委
員
会
委
員

里
庄
町
大
字
新
庄

藤
井
　
幸
治 

氏

質  

疑
資
格
要
件
は

　
　
　
　
　
教
育
委
員
も
一

定
の
資
格
要
件
は
あ
る
の
か
。

全
体
と
し
て
構
成
の
制
限
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
基
本
的
に
は
国
の

法
律
の
中
で
教
育
委
員
数
や

構
成
メ
ン
バ
ー
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
立
場
や
、
職

種
の
人
、
ま
た
学
区
が
偏
ら

な
い
よ
う
総
合
的
に
考
え
て

お
願
い
を
し
て
い
る
。

教
育
長
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条

　例

条

　例
質  

疑

な
ど
が
増
え
る
。

❷
通
常
は
一
般
財
源
か
ら
捻

出
す
る
と
思
う
が
、
今
後
新

し
い
事
業
の
も
の
は
国
の
補

助
金
も
考
え
て
い
き
た
い
。

❸
法
改
正
に
よ
り
統
一
的
な

基
準
に
基
づ
き
正
規
職
員
以

外
の
人
を
採
用
す
る
仕
組
み

が
来
年
の
４
月
か
ら
始
ま
る
。

議
会
に
報
告
し
な
が
ら
条
例

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
❶
業
務
量
が
マ
ン

パ
ワ
ー
を
上
回
っ
て
い
る
の

が
実
態
と
感
じ
て
い
る
。

　
年
齢
枠
な
ど
十
分
勘
案
し

な
が
ら
必
要
と
さ
れ
る
職
種

に
募
集
を
か
け
て
い
る
。

　
５
人
一
度
に
新
採
用
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
専

門
性
を
求
め
ら
れ
る
職
種
や
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
財
政
も

考
え
な
が
ら
計
画
的
に
採
用

し
て
い
き
た
い
。

ど
こ
で
５
人
不
足
し
て
い
る
か

　
　
　
　
　
❶
平
成
26
年
里

見
川
荘
を
指
定
管
理
者
に
し

て
２
人
、
そ
の
後
教
育
委
員

会
制
度
が
変
わ
り
教
育
委
員

会
で
も
１
人
浮
き
、
実
質
３

人
増
に
な
っ
て
い
る
が
、
増

員
の
理
由
は
。
今
ど
こ
で
５

人
不
足
し
て
い
て
、
い
つ
採

用
す
る
の
か
。

❷
生
涯
賃
金
は
５
人
で
11
億

円
。
こ
の
財
源
は
。

❸
臨
時
の
業
務
や
欠
員
に
対

し
て
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
❶
健
康
福
祉
課

で
は
平
成
29
年
度
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
、
30
年

度
に
は
居
宅
介
護
支
援
事
業

が
増
え
た
。
令
和
２
年
度
か

ら
は
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
も
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
町
民
課
、
総
務
課
で
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
業
務

ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
一
時
的
に

も
の
す
ご
く
財
政
が
膨
ら
む

の
で
、
あ
る
程
度
計
画
的
に

考
え
て
い
く
。

　
業
務
が
き
ち
っ
と
で
き
て
、

将
来
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
今
回
５
人
定
員

を
増
や
す
が
40
代
以
上
の
職

員
が
非
常
に
多
い
。
大
量
に

退
職
す
る
人
が
出
る
ま
で
に
、

一
時
的
に
職
員
定
数
を
増
や

す
考
え
は
。

　
　
　
　
今
後
、
業
務
量
も

見
な
が
ら
、
段
階
的
に
定
数

の
条
例
も
お
願
い
し
な
け
れ

総
務
課
長

仁
科
英
議
員

万一に備えて操法訓練トリック オア トリート

町
条
例

一
部
改
正

里
庄
町
税
条
例

①
個
人
町
民
税
の
非
課
税
措

　
置
の
対
象
に
、
単
身
児
童

　
扶
養
者
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
　
令
和
３
年
度
以
降
の
個

　
人
町
民
税
か
ら
適
用
と
な

　
り
ま
す
。

②
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

　
に
係
る
非
課
税
の
規
定
や
、

　
低
税
率
と
偽
る
な
ど
不
正

　
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
す

　
る
手
続
き
・
加
算
金
の
規

　
定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

③
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン

　
化
特
例
が
、
令
和
３
年
度

　
課
税
ま
で
、
２
年
間
延
長

　
と
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
電
気
自
動
車
に

　
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３

　
月
ま
で
に
購
入
し
た
場
合

　
ま
で
特
例
措
置
を
受
け
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

里
庄
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
に

お
け
る
、
食
事
の
提
供
に
要

す
る
費
用
を
、
当
該
施
設
が

直
接
保
護
者
か
ら
徴
収
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

里
庄
町
水
道
事
業
給
水
条
例

　
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

指
定
有
効
期
間
が
定
め
ら
れ
、

５
年
毎
の
更
新
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　
登
録
更
新
手
数
料
は
１
件

に
つ
き
１
万
円
を
定
め
ま
す
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例

①
町
が
償
還
金
の
支
払
い
猶

　
予
や
償
還
猶
予
す
る
か
否

　
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、

　
災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付

　
け
を
受
け
た
者
等
の
、
収

　
入
・
資
産
の
状
況
に
つ
い

　
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が

　
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
町
が
災
害
弔
慰
金
等
を
支

　
給
す
る
に
あ
た
り
、
自
然

　
災
害
に
よ
る
死
亡
又
は
重

　
度
の
障
害
を
受
け
た
者
で

　
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が

　
困
難
な
場
合
は
、
医
師
・

　
弁
護
士
等
の
有
識
者
に
よ

　
る
審
査
会
を
設
置
し
、審
査

　
会
に
お
け
る
判
断
で
判
定

　
し
ま
す
。

里
庄
町
職
員
定
数
条
例

　
業
務
量
の
増
加
、
職
務
内

容
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た

め
、
お
よ
び
年
齢
階
層
区
分

の
職
員
数
に
偏
り
が
生
じ
て

い
る
の
を
是
正
す
る
目
的
で
、

86
名
を
91
名
に
５
名
増
員
す

る
も
の
で
す
。

里
庄
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例

　
印
鑑
登
録
時
及
び
印
鑑
証

明
書
請
求
時
に
、
旧
姓
の
記

載
を
求
め
る
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例

　
１
月
に
発
生
し
た
、
支
援

措
置
申
請
者
の
戸
籍
の
附
票

を
、
誤
交
付
し
た
事
件
に
対

し
、
管
理
監
督
責
任
が
あ
る

と
し
て
、
町
長
自
ら
が
給
料

の
減
額
を
申
し
出
た
も
の
。

　
令
和
10
月
１
日
か
ら
令
和

２
年
２
月
29
日
ま
で
の
５
カ

月
間
、
月
額
の
15
％
減
額
。

（
52
万
５
千
円
の
減
額
）

町

　長

町

　長

髙
田
議
員

大
量
退
職
者
が
出
る
ま
で
に

定
数
増
の
考
え
は

平野敏弘議員
　今役場の中は仕事が非常に増えている。
一人でもいいから増やして、職員みんなが助
け合って、町民のために仕事をし、楽しい職
場づくりをしてもらいたい。
　優秀な人を入れてもらいたい。

ここが賛成！

楽しい職場づくりを

髙田卓司議員
　勤務状態を見ると、非常に苛酷な仕事を
してる。過重労働になって体調を壊す職員
もいる。職員は採用しても１年や２年では十
分仕事はできない。今から優秀な人の採用
をし、10年、15年先に備えるべき。

ここが賛成！

優秀な人の採用を

仁科英麿議員
　権限を町長に与える、大盤振る舞いの改
正。
　町民の立場、里庄町の財政その他、考え
てみた場合に認められない。
　補充が必要という説明が明確にされてい
ない。

ここが反対！

大盤振る舞いの改正
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条

　例

条

　例
質  

疑

な
ど
が
増
え
る
。

❷
通
常
は
一
般
財
源
か
ら
捻

出
す
る
と
思
う
が
、
今
後
新

し
い
事
業
の
も
の
は
国
の
補

助
金
も
考
え
て
い
き
た
い
。

❸
法
改
正
に
よ
り
統
一
的
な

基
準
に
基
づ
き
正
規
職
員
以

外
の
人
を
採
用
す
る
仕
組
み

が
来
年
の
４
月
か
ら
始
ま
る
。

議
会
に
報
告
し
な
が
ら
条
例

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
❶
業
務
量
が
マ
ン

パ
ワ
ー
を
上
回
っ
て
い
る
の

が
実
態
と
感
じ
て
い
る
。

　
年
齢
枠
な
ど
十
分
勘
案
し

な
が
ら
必
要
と
さ
れ
る
職
種

に
募
集
を
か
け
て
い
る
。

　
５
人
一
度
に
新
採
用
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
専

門
性
を
求
め
ら
れ
る
職
種
や
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
財
政
も

考
え
な
が
ら
計
画
的
に
採
用

し
て
い
き
た
い
。

ど
こ
で
５
人
不
足
し
て
い
る
か

　
　
　
　
　
❶
平
成
26
年
里

見
川
荘
を
指
定
管
理
者
に
し

て
２
人
、
そ
の
後
教
育
委
員

会
制
度
が
変
わ
り
教
育
委
員

会
で
も
１
人
浮
き
、
実
質
３

人
増
に
な
っ
て
い
る
が
、
増

員
の
理
由
は
。
今
ど
こ
で
５

人
不
足
し
て
い
て
、
い
つ
採

用
す
る
の
か
。

❷
生
涯
賃
金
は
５
人
で
11
億

円
。
こ
の
財
源
は
。

❸
臨
時
の
業
務
や
欠
員
に
対

し
て
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
❶
健
康
福
祉
課

で
は
平
成
29
年
度
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
、
30
年

度
に
は
居
宅
介
護
支
援
事
業

が
増
え
た
。
令
和
２
年
度
か

ら
は
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
も
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
町
民
課
、
総
務
課
で
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
業
務

ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
一
時
的
に

も
の
す
ご
く
財
政
が
膨
ら
む

の
で
、
あ
る
程
度
計
画
的
に

考
え
て
い
く
。

　
業
務
が
き
ち
っ
と
で
き
て
、

将
来
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
今
回
５
人
定
員

を
増
や
す
が
40
代
以
上
の
職

員
が
非
常
に
多
い
。
大
量
に

退
職
す
る
人
が
出
る
ま
で
に
、

一
時
的
に
職
員
定
数
を
増
や

す
考
え
は
。

　
　
　
　
今
後
、
業
務
量
も

見
な
が
ら
、
段
階
的
に
定
数

の
条
例
も
お
願
い
し
な
け
れ

総
務
課
長

仁
科
英
議
員

万一に備えて操法訓練トリック オア トリート

町
条
例

一
部
改
正

里
庄
町
税
条
例

①
個
人
町
民
税
の
非
課
税
措

　
置
の
対
象
に
、
単
身
児
童

　
扶
養
者
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
　
令
和
３
年
度
以
降
の
個

　
人
町
民
税
か
ら
適
用
と
な

　
り
ま
す
。

②
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

　
に
係
る
非
課
税
の
規
定
や
、

　
低
税
率
と
偽
る
な
ど
不
正

　
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
す

　
る
手
続
き
・
加
算
金
の
規

　
定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

③
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン

　
化
特
例
が
、
令
和
３
年
度

　
課
税
ま
で
、
２
年
間
延
長

　
と
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
電
気
自
動
車
に

　
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３

　
月
ま
で
に
購
入
し
た
場
合

　
ま
で
特
例
措
置
を
受
け
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

里
庄
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
に

お
け
る
、
食
事
の
提
供
に
要

す
る
費
用
を
、
当
該
施
設
が

直
接
保
護
者
か
ら
徴
収
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

里
庄
町
水
道
事
業
給
水
条
例

　
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

指
定
有
効
期
間
が
定
め
ら
れ
、

５
年
毎
の
更
新
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　
登
録
更
新
手
数
料
は
１
件

に
つ
き
１
万
円
を
定
め
ま
す
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例

①
町
が
償
還
金
の
支
払
い
猶

　
予
や
償
還
猶
予
す
る
か
否

　
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、

　
災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付

　
け
を
受
け
た
者
等
の
、
収

　
入
・
資
産
の
状
況
に
つ
い

　
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が

　
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
町
が
災
害
弔
慰
金
等
を
支

　
給
す
る
に
あ
た
り
、
自
然

　
災
害
に
よ
る
死
亡
又
は
重

　
度
の
障
害
を
受
け
た
者
で

　
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が

　
困
難
な
場
合
は
、
医
師
・

　
弁
護
士
等
の
有
識
者
に
よ

　
る
審
査
会
を
設
置
し
、審
査

　
会
に
お
け
る
判
断
で
判
定

　
し
ま
す
。

里
庄
町
職
員
定
数
条
例

　
業
務
量
の
増
加
、
職
務
内

容
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た

め
、
お
よ
び
年
齢
階
層
区
分

の
職
員
数
に
偏
り
が
生
じ
て

い
る
の
を
是
正
す
る
目
的
で
、

86
名
を
91
名
に
５
名
増
員
す

る
も
の
で
す
。

里
庄
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例

　
印
鑑
登
録
時
及
び
印
鑑
証

明
書
請
求
時
に
、
旧
姓
の
記

載
を
求
め
る
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例

　
１
月
に
発
生
し
た
、
支
援

措
置
申
請
者
の
戸
籍
の
附
票

を
、
誤
交
付
し
た
事
件
に
対

し
、
管
理
監
督
責
任
が
あ
る

と
し
て
、
町
長
自
ら
が
給
料

の
減
額
を
申
し
出
た
も
の
。

　
令
和
10
月
１
日
か
ら
令
和

２
年
２
月
29
日
ま
で
の
５
カ

月
間
、
月
額
の
15
％
減
額
。

（
52
万
５
千
円
の
減
額
）

町

　長

町

　長

髙
田
議
員

大
量
退
職
者
が
出
る
ま
で
に

定
数
増
の
考
え
は

平野敏弘議員
　今役場の中は仕事が非常に増えている。
一人でもいいから増やして、職員みんなが助
け合って、町民のために仕事をし、楽しい職
場づくりをしてもらいたい。
　優秀な人を入れてもらいたい。

ここが賛成！

楽しい職場づくりを

髙田卓司議員
　勤務状態を見ると、非常に苛酷な仕事を
してる。過重労働になって体調を壊す職員
もいる。職員は採用しても１年や２年では十
分仕事はできない。今から優秀な人の採用
をし、10年、15年先に備えるべき。

ここが賛成！

優秀な人の採用を

仁科英麿議員
　権限を町長に与える、大盤振る舞いの改
正。
　町民の立場、里庄町の財政その他、考え
てみた場合に認められない。
　補充が必要という説明が明確にされてい
ない。

ここが反対！

大盤振る舞いの改正
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専

　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○里庄町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正議案第47号

賛
否
表

専
決
処
分

　
７
月
臨
時
会
で
承
認
さ
れ

た
、
戸
籍
附
票
の
誤
交
付
に

関
し
て
、
事
前
支
払
い
額
が
、

二
重
に
計
上
さ
れ
、
損
害
賠

償
額
に
誤
り
が
あ
り
、
額
の

変
更
が
さ
れ
ま
し
た
。

一般
会
計
補
正
予
算

　
　減
額
28
万
円

質  

疑

　
　
　
　
　
❶
パ
ソ
コ
ン
の

表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て

合
計
額
を
出
し
た
が
、
計
算

設
定
の
間
違
い
で
28
万
６
７

４
１
円
を
２
回
足
し
て
し
ま

っ
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
機
能
等
を
信

二
重
計
上
、
な
ぜ
起
き
た

　
　
　
　
　
❶
な
ぜ
二
重
計

上
が
起
き
た
の
か
、
丁
寧
な

説
明
と
対
策
は
、
今
後
ど
う

す
る
の
か
。

❷
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
な

い
と
印
鑑
が
押
せ
な
い
と
い

う
仕
組
み
に
し
て
は
ど
う
か
。

仁
科
英
議
員

町
民
課
長

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

賛否表
○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

髙
田
卓
司

平
野
敏
弘

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

藤
井
典
幸

仁
科
千
鶴
子

議決結果
岡
村
咲
津
紀議案名

議員名

議案第43号 専決処分の承認を求めること ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

議案第44号 里庄町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第45号 里庄町職員定数条例の一部改正 ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可　決

９
月
定
例
会

議案第46号　里庄町税条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第48号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第49号　里庄町水道事業給水条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第56号　令和元年度里庄町水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第53号 令和元年度里庄町介護保険特別会計補正予算(第２号) ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第54号 令和元年度里庄町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号) ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第59号 平成30年度里庄町国民健康保険特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第60号 平成30年度里庄町介護老人保健施設特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第61号 平成30年度里庄町育英奨学資金給与特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第58号 平成30年度里庄町一般会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第62号 平成30年度里庄町介護保険特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第65号 平成30年度里庄町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第51号 令和元年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第55号 令和元年度里庄町営墓地特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第57号 令和元年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第63号 平成30年度里庄町後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第64号 平成30年度里庄町営墓地特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第66号 平成30年度里庄町公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第67号 平成30年度井笠地区農業共済事務組合農業共済事業会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第68号 工事請負契約の締結 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第70号 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第69号 教育委員会委員の任命 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

議案第52号 令和元年度里庄町介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第50号　令和元年度里庄町一般会計補正予算（第３号）
○○ ○ × ○ × × ○ ×
○○ ○ × ○ × × ○ ×

修正可決
修正案

修正部分を
除く原案

井
笠
地
区
農
業
共
済
組

合
解
散
に
伴
う
決
算
認

定　
本
年
３
月
末
日
に
解
散
し

た
同
組
合
の
決
算
に
つ
い
て
、

各
市
町
村
の
議
会
の
承
認
が

必
要
の
た
め
上
程
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
自
治
体
の
負
担
金
で
、

里
庄
町
に
は
、
３
６
０
万
円

程
度
返
還
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員

会
で
最
終
的
に
ま
と
め
た
も

の
で
悪
い
意
見
等
が
入
っ
て

い
る
と
い
う
認
識
は
な
か
っ

た
。

批
判
的
な
意
見
は

　
　
　
　
　
一
日
学
校
公
開

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
良

い
意
見
が
並
ん
で
い
る
が
、

批
判
的
な
意
見
は
な
か
っ
た

の
か
。

佐
藤
議
員

教
委
事
務
局
長

頼
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

う
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
必

要
。
再
発
防
止
に
向
け
て
十

分
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
❷
起
案
者
だ
け
で

は
な
く
課
長
補
佐
や
課
長
が

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
更

に
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ

う
徹
底
し
た
。

　
総
務
課
、
出
納
室
の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
さ
ら
に
強
化
を

し
た
い
。

　
　
　
　
❷
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
さ
ら
に
厳
重
に
し
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
十
分
気
を
つ
け
て
い

く
。

町

　長

平成30年度教育委員会事務の
点検及び評価に関する報告

めざせゴール（かすみ保育園）

副
町
長
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専

　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○里庄町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正議案第47号

賛
否
表

専
決
処
分

　
７
月
臨
時
会
で
承
認
さ
れ

た
、
戸
籍
附
票
の
誤
交
付
に

関
し
て
、
事
前
支
払
い
額
が
、

二
重
に
計
上
さ
れ
、
損
害
賠

償
額
に
誤
り
が
あ
り
、
額
の

変
更
が
さ
れ
ま
し
た
。

一般
会
計
補
正
予
算

　
　減
額
28
万
円

質  

疑

　
　
　
　
　
❶
パ
ソ
コ
ン
の

表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て

合
計
額
を
出
し
た
が
、
計
算

設
定
の
間
違
い
で
28
万
６
７

４
１
円
を
２
回
足
し
て
し
ま

っ
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
機
能
等
を
信

二
重
計
上
、
な
ぜ
起
き
た

　
　
　
　
　
❶
な
ぜ
二
重
計

上
が
起
き
た
の
か
、
丁
寧
な

説
明
と
対
策
は
、
今
後
ど
う

す
る
の
か
。

❷
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
な

い
と
印
鑑
が
押
せ
な
い
と
い

う
仕
組
み
に
し
て
は
ど
う
か
。

仁
科
英
議
員

町
民
課
長

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

賛否表
○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

髙
田
卓
司

平
野
敏
弘

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

藤
井
典
幸

仁
科
千
鶴
子

議決結果
岡
村
咲
津
紀議案名

議員名

議案第43号 専決処分の承認を求めること ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

議案第44号 里庄町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第45号 里庄町職員定数条例の一部改正 ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可　決

９
月
定
例
会

議案第46号　里庄町税条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第48号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第49号　里庄町水道事業給水条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第56号　令和元年度里庄町水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第53号 令和元年度里庄町介護保険特別会計補正予算(第２号) ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第54号 令和元年度里庄町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号) ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第59号 平成30年度里庄町国民健康保険特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第60号 平成30年度里庄町介護老人保健施設特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第61号 平成30年度里庄町育英奨学資金給与特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第58号 平成30年度里庄町一般会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第62号 平成30年度里庄町介護保険特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第65号 平成30年度里庄町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第51号 令和元年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第55号 令和元年度里庄町営墓地特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第57号 令和元年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第63号 平成30年度里庄町後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定
議案第64号 平成30年度里庄町営墓地特別会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第66号 平成30年度里庄町公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第67号 平成30年度井笠地区農業共済事務組合農業共済事業会計決算の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案第68号 工事請負契約の締結 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第70号 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第69号 教育委員会委員の任命 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

議案第52号 令和元年度里庄町介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第50号　令和元年度里庄町一般会計補正予算（第３号）
○○ ○ × ○ × × ○ ×
○○ ○ × ○ × × ○ ×

修正可決
修正案

修正部分を
除く原案

井
笠
地
区
農
業
共
済
組

合
解
散
に
伴
う
決
算
認

定　
本
年
３
月
末
日
に
解
散
し

た
同
組
合
の
決
算
に
つ
い
て
、

各
市
町
村
の
議
会
の
承
認
が

必
要
の
た
め
上
程
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
自
治
体
の
負
担
金
で
、

里
庄
町
に
は
、
３
６
０
万
円

程
度
返
還
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員

会
で
最
終
的
に
ま
と
め
た
も

の
で
悪
い
意
見
等
が
入
っ
て

い
る
と
い
う
認
識
は
な
か
っ

た
。

批
判
的
な
意
見
は

　
　
　
　
　
一
日
学
校
公
開

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
良

い
意
見
が
並
ん
で
い
る
が
、

批
判
的
な
意
見
は
な
か
っ
た

の
か
。

佐
藤
議
員

教
委
事
務
局
長

頼
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

う
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
必

要
。
再
発
防
止
に
向
け
て
十

分
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
❷
起
案
者
だ
け
で

は
な
く
課
長
補
佐
や
課
長
が

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
更

に
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ

う
徹
底
し
た
。

　
総
務
課
、
出
納
室
の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
さ
ら
に
強
化
を

し
た
い
。

　
　
　
　
❷
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
さ
ら
に
厳
重
に
し
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
十
分
気
を
つ
け
て
い

く
。

町

　長

平成30年度教育委員会事務の
点検及び評価に関する報告

めざせゴール（かすみ保育園）

副
町
長
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がんばってま～す（かすみ保育園）

9月定例会

町
政
を
問
う

7人の議員が登壇して質問！

① 島根原発再稼働と原発事故時の避難者受け入れの体制
② 安全サポート車の購入補助制度

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19P

① 消防団の装備
② 低料金町内循環バスの早期実現に向けて

藤井 典幸 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

① 駅前広場整備事業
② 和解および損害賠償

岡村 咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16P

① 川の浚渫はいつになるか
② 里庄には管理栄養士は必要ないのか

仁科 千鶴子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21P

① 里庄～寄島線のバス運行
② 今後の里庄町の財政安定化に対する考え方

髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17P

① ため池の管理
② 町職員の勤務状況
③ 町民運動会
④ 職員採用
⑤ 役場の喫煙場所

平野 敏弘 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18P

① 町の行政に関することも、町で行っている
　 「弁護士による無料法律相談」の対象にす
　 べきではないかということ
② 地籍調査のあり方

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

一般
質問
一般
質問
一般
質問

一
般
質
問

藤
井

　典
幸 

議
員

消防団員の装備は安全か
　　　町長／できるだけ早く整備していきたい

林野火災訓練

消
防
団
員
の
安
全

装
備
に
つ
い
て
、

日
ご
ろ
か
ら
町
の
安
全
・
安

心
の
た
め
頑
張
っ
て
い
る
消

防
団
の
協
力
な
く
し
て
町
民

の
安
全
・
安
心
は
成
り
立
た

な
い
。

　
２
０
１
４
年
に
、
消
防
庁

か
ら
消
防
団
の
装
備
の
基
準

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
な
か
の
第
３
条
に
、

「
消
防
団
は
、
全
部
の
消
防
団

員
の
数
に
相
当
す
る
数
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
救
助
用
安
全
靴
、

防
じ
ん
メ
ガ
ネ
、
防
じ
ん
マ

ス
ク
、
耐
切
創
性
手
袋
、
救

命
胴
衣
及
び
カ
ッ
パ
を
配
備

す
る
も
の
と
す
る
」

　
第
３
条
の
２
に
は
「
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
救
助
用
安
全
靴
及

び
カ
ッ
パ
は
、
全
部
の
消
防

団
員
に
支
給
し
、
又
は
貸
与

す
る
も
の
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。

　
現
在
の
消
防
団
員
数
と
国

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

装
備
品
は
。消

防
団
員
数
２
６

８
人
。
現
在
の
配

布
状
況
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
１

問

循
環
バ
ス
運
行
に
は

　
　
　
　協
議
会
は
必
要

町
長
／
協
議
会
の
設
置
は
難
し
い

８
６
個
、
救
助
用
安
全
靴
22

足
、
カ
ッ
パ
50
着
。

　
防
じ
ん
メ
ガ
ネ
、
防
じ
ん

マ
ス
ク
、
耐
切
創
性
手
袋
、

救
命
胴
衣
は
配
備
が
さ
れ
て

い
な
い
。

消
防
団
に
現
在
配

付
し
て
い
る
物
品

の
ほ
と
ん
ど
が
、
支
給
し
て

か
ら
10
年
以
上
た
っ
て
い
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
耐
用
年
数

５
年
を
大
幅
に
超
え
て
お
り
、

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
ヘ
ル
メ

ッ
ト
で
は
、
使
用
者
の
命
は

守
れ
な
い
。

　
今
年
度
か
ら
消
防
団
員
に

カ
ッ
パ
の
配
布
が
始
ま
っ
て

い
る
が
、
予
算
の
関
係
で
年

間
40
着
し
か
配
布
で
き
な
い
。

す
べ
て
の
団
員
に
カ
ッ
パ
を

配
布
す
る
の
に
６
年
も
か
か

る
。

　
今
ま
で
の
よ
う
に
「
あ
れ

ば
良
い
、
あ
る
か
ら
良
い
」

で
は
な
く
、
耐
用
年
数
も
考

え
な
が
ら
計
画
的
に
装
備
の

更
新
が
必
要
。

　
消
防
団
員
も
町
民
で
あ
り
、

家
庭
が
あ
る
。
町
民
の
安
全

・
安
心
の
た
め
災
害
現
場
に

６
月
議
会
後
も
町

民
の
多
く
か
ら
、

「
で
き
る
だ
け
早
く
町
内
循
環

バ
ス
の
運
行
を
実
現
さ
せ
て

ほ
し
い
」
と
意
見
を
聞
い
て

い
る
の
で
再
度
質
問
す
る
。

　
低
料
金
町
内
循
環
バ
ス
の

運
行
し
よ
う
と
す
る
と
、
最

低
で
も
数
年
は
か
か
る
事
業
。

い
つ
で
も
始
め
ら
れ
る
よ
う

準
備
す
る
こ
と
か
ら
も
協
議

会
の
立
ち
上
げ
は
必
ず
必
要

だ
。

　
研
究
会
や
協
議
会
を
立
ち

上
げ
る
事
が
町
民
の
期
待
と

考
え
る
。

　
一
歩
踏
み
出
し
、
町
民
の

た
め
前
向
き
に
考
え
る
と
言

う
、
意
思
表
示
を
聞
き
た
い
。

循
環
バ
ス
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
な

ど
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治

体
の
状
況
も
見
な
が
ら
研
究

す
る
。

　
現
状
で
は
、
研
究
会
や
協

議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は

難
し
い
。
検
討
す
る
時
間
が

必
要
。

町
長

出
て
い
き
無
事
に
帰
っ
て
く

る
の
が
家
族
に
と
っ
て
の
安

心
で
あ
る
。

　
町
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
、
ケ
ガ
を
し
た
り
死
ん
で

し
ま
っ
た
の
で
は
本
末
転
倒

で
は
な
い
か
。

　
装
備
品
を
早
期
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
、
団
員
の
安
全

で
は
な
い
か
。

　
団
員
の
安
全
を
守
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
。

　
里
庄
町
や
町
民
の
安
全
を

守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る

消
防
団
員
の
安
全
を
、
お
金

が
な
い
の
で
後
回
し
で
よ
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
今
後
、
消
防
団
の
装
備
品

を
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う

に
す
べ
き
か
問
う
。

消
防
団
員
の
方
に

は
、
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に
災
害
現

場
、
火
災
現
場
で
、
精
力
的

に
活
躍
い
た
だ
い
て
本
当
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

　
消
防
団
員
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
で
き
る
だ
け
早
く

安
全
装
備
は
整
備
し
て
い
き

た
い
。

総
務

課
長

問

町
長

問
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がんばってま～す（かすみ保育園）

9月定例会

町
政
を
問
う

7人の議員が登壇して質問！

① 島根原発再稼働と原発事故時の避難者受け入れの体制
② 安全サポート車の購入補助制度

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19P

① 消防団の装備
② 低料金町内循環バスの早期実現に向けて

藤井 典幸 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

① 駅前広場整備事業
② 和解および損害賠償

岡村 咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16P

① 川の浚渫はいつになるか
② 里庄には管理栄養士は必要ないのか

仁科 千鶴子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21P

① 里庄～寄島線のバス運行
② 今後の里庄町の財政安定化に対する考え方

髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17P

① ため池の管理
② 町職員の勤務状況
③ 町民運動会
④ 職員採用
⑤ 役場の喫煙場所

平野 敏弘 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18P

① 町の行政に関することも、町で行っている
　 「弁護士による無料法律相談」の対象にす
　 べきではないかということ
② 地籍調査のあり方

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

一般
質問
一般
質問
一般
質問

一
般
質
問

藤
井

　典
幸 

議
員

消防団員の装備は安全か
　　　町長／できるだけ早く整備していきたい

林野火災訓練

消
防
団
員
の
安
全

装
備
に
つ
い
て
、

日
ご
ろ
か
ら
町
の
安
全
・
安

心
の
た
め
頑
張
っ
て
い
る
消

防
団
の
協
力
な
く
し
て
町
民

の
安
全
・
安
心
は
成
り
立
た

な
い
。

　
２
０
１
４
年
に
、
消
防
庁

か
ら
消
防
団
の
装
備
の
基
準

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
な
か
の
第
３
条
に
、

「
消
防
団
は
、
全
部
の
消
防
団

員
の
数
に
相
当
す
る
数
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
救
助
用
安
全
靴
、

防
じ
ん
メ
ガ
ネ
、
防
じ
ん
マ

ス
ク
、
耐
切
創
性
手
袋
、
救

命
胴
衣
及
び
カ
ッ
パ
を
配
備

す
る
も
の
と
す
る
」

　
第
３
条
の
２
に
は
「
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
救
助
用
安
全
靴
及

び
カ
ッ
パ
は
、
全
部
の
消
防

団
員
に
支
給
し
、
又
は
貸
与

す
る
も
の
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。

　
現
在
の
消
防
団
員
数
と
国

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

装
備
品
は
。消

防
団
員
数
２
６

８
人
。
現
在
の
配

布
状
況
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
１

問

循
環
バ
ス
運
行
に
は

　
　
　
　協
議
会
は
必
要

町
長
／
協
議
会
の
設
置
は
難
し
い

８
６
個
、
救
助
用
安
全
靴
22

足
、
カ
ッ
パ
50
着
。

　
防
じ
ん
メ
ガ
ネ
、
防
じ
ん

マ
ス
ク
、
耐
切
創
性
手
袋
、

救
命
胴
衣
は
配
備
が
さ
れ
て

い
な
い
。

消
防
団
に
現
在
配

付
し
て
い
る
物
品

の
ほ
と
ん
ど
が
、
支
給
し
て

か
ら
10
年
以
上
た
っ
て
い
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
耐
用
年
数

５
年
を
大
幅
に
超
え
て
お
り
、

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
ヘ
ル
メ

ッ
ト
で
は
、
使
用
者
の
命
は

守
れ
な
い
。

　
今
年
度
か
ら
消
防
団
員
に

カ
ッ
パ
の
配
布
が
始
ま
っ
て

い
る
が
、
予
算
の
関
係
で
年

間
40
着
し
か
配
布
で
き
な
い
。

す
べ
て
の
団
員
に
カ
ッ
パ
を

配
布
す
る
の
に
６
年
も
か
か

る
。

　
今
ま
で
の
よ
う
に
「
あ
れ

ば
良
い
、
あ
る
か
ら
良
い
」

で
は
な
く
、
耐
用
年
数
も
考

え
な
が
ら
計
画
的
に
装
備
の

更
新
が
必
要
。

　
消
防
団
員
も
町
民
で
あ
り
、

家
庭
が
あ
る
。
町
民
の
安
全

・
安
心
の
た
め
災
害
現
場
に

６
月
議
会
後
も
町

民
の
多
く
か
ら
、

「
で
き
る
だ
け
早
く
町
内
循
環

バ
ス
の
運
行
を
実
現
さ
せ
て

ほ
し
い
」
と
意
見
を
聞
い
て

い
る
の
で
再
度
質
問
す
る
。

　
低
料
金
町
内
循
環
バ
ス
の

運
行
し
よ
う
と
す
る
と
、
最

低
で
も
数
年
は
か
か
る
事
業
。

い
つ
で
も
始
め
ら
れ
る
よ
う

準
備
す
る
こ
と
か
ら
も
協
議

会
の
立
ち
上
げ
は
必
ず
必
要

だ
。

　
研
究
会
や
協
議
会
を
立
ち

上
げ
る
事
が
町
民
の
期
待
と

考
え
る
。

　
一
歩
踏
み
出
し
、
町
民
の

た
め
前
向
き
に
考
え
る
と
言

う
、
意
思
表
示
を
聞
き
た
い
。

循
環
バ
ス
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
な

ど
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治

体
の
状
況
も
見
な
が
ら
研
究

す
る
。

　
現
状
で
は
、
研
究
会
や
協

議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は

難
し
い
。
検
討
す
る
時
間
が

必
要
。

町
長

出
て
い
き
無
事
に
帰
っ
て
く

る
の
が
家
族
に
と
っ
て
の
安

心
で
あ
る
。

　
町
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
、
ケ
ガ
を
し
た
り
死
ん
で

し
ま
っ
た
の
で
は
本
末
転
倒

で
は
な
い
か
。

　
装
備
品
を
早
期
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
、
団
員
の
安
全

で
は
な
い
か
。

　
団
員
の
安
全
を
守
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
。

　
里
庄
町
や
町
民
の
安
全
を

守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る

消
防
団
員
の
安
全
を
、
お
金

が
な
い
の
で
後
回
し
で
よ
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
今
後
、
消
防
団
の
装
備
品

を
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う

に
す
べ
き
か
問
う
。

消
防
団
員
の
方
に

は
、
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に
災
害
現

場
、
火
災
現
場
で
、
精
力
的

に
活
躍
い
た
だ
い
て
本
当
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

　
消
防
団
員
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
で
き
る
だ
け
早
く

安
全
装
備
は
整
備
し
て
い
き

た
い
。

総
務

課
長

問

町
長

問
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一
般
質
問

里庄寄島線のバス

一
般
質
問駅

前
広
場
整
備
事

業
は
、
概
算
で
総

額
３
億
５
０
０
０
万
円
ほ
ど

の
費
用
を
投
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
財
政
が
豊
か
で
な

い
と
き
に
大
き
な
投
資
を
し

て
大
丈
夫
な
の
か
。　

　
随
分
前
か
ら
町
民
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
要
望
し

て
い
る
。
町
は
、
な
ぜ
町
民

の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
の
か
。

　
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
を

除
け
ば
、
駅
前
は
非
常
に
閑

散
と
し
て
お
り
、
最
近
は
タ

ク
シ
ー
す
ら
待
機
し
て
い
な

い
。
子
ど
も
や
通
勤
者
の
安

全
は
、
駅
前
を
整
備
し
な
け

れ
ば
安
全
が
確
保
で
き
な
い

の
か
。

　
町
長
は
、
駅
前
に
住
ん
で

い
る
人
が
将
来
を
考
え
、
今

家
を
建
て
か
え
た
い
と
言
っ

問

岡村咲津紀 議員

駅
前
の
坪
単
価
は
い
く
ら
か

　
　
　
　
　農
林
建
設
課
長
／
正
式
に
算
定
は
し
て
い
な
い

た
と
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の

人
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
早

急
に
進
め
た
い
の
で
は
。

　
多
く
の
町
民
の
声
に
耳
を

傾
け
る
余
裕
が
な
ぜ
、
町
長

に
は
な
い
の
か
。

　
概
算
で
用
地
補
償
、
建
物

等
の
補
償
が
２
億
５
０
０
０

万
円
、
工
事
関
係
が
１
億
円
、

測
量
や
家
屋
調
査
の
委
託
料

が
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
総
事
業
費
の
半
分
以
上
が

用
地
の
調
査
や
、
立
ち
退
き

費
用
で
あ
る
。
駅
前
の
坪
単

価
を
ど
れ
ぐ
ら
い
で
見
積
も

っ
て
い
る
の
か

第
１
段
階
で
、
駅

前
の
安
全
確
保
と

利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
整

備
を
実
施
し
、
第
２
段
階
で

駅
構
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
等
を
Ｊ
Ｒ
や
関
係
機
関
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
第
２
段
階
は
、
駅
構
内
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
で
あ

り
、Ｊ
Ｒ
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
進
め
る
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
が
実
施

主
体
と
な
る
と
Ｊ
Ｒ
、
国
、

そ
し
て
地
元
自
治
体
が
３
分

の
１
ず
つ
費
用
を
負
担
す
る
。

　
現
時
点
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
の
設
置
や
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
事
業
を
進
め
れ
ば
、
全

額
町
が
費
用
を
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
町
は
、
ま
ず
駅
前
の
安
全

性
の
確
保
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
た
上
で
、
次
に
駅

構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

住民票の附票誤送付
　  　町民課長／気の緩み緊張感に欠けた

住
民
票
の
附
票
誤

送
付
で
和
解
、
損

害
賠
償
が
成
立
し
、
町
が
５

３
６
万
２
５
５
０
円
の
賠
償

を
示
談
交
渉
し
、
全
員
協
議

会
で
示
談
、
和
解
の
詳
細
の

報
告
を
受
け
た
。

　
示
談
交
渉
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
の
か
。

　
今
回
は
、
総
合
賠
償
補
償

保
険
（
個
人
情
報
漏
え
い
保

険
）
の
適
用
で
約
９
割
が
保

険
金
で
賄
わ
れ
、
町
長
が
５

問

カ
月
間
15
％
の
給
料
カ
ッ
ト

で
補
う
と
い
う
。
今
後
、
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
町
長

が
責
任
を
と
る
の
か
。

３
月
に
住
民
基
本

台
帳
で
支
援
措
置

申
し
出
者
に
係
る
戸
籍
の
附

票
を
誤
っ
て
交
付
し
発
覚
し

た
。
こ
の
件
は
気
の
緩
み
と
、

緊
張
感
が
欠
け
る
中
、
確
認

作
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　
被
害
者
は
町
外
に
住
ん
で

お
り
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
窓

口
担
当
の
女
性
と
私
で
伺
い

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
し
、

意
見
を
聞
く
こ
と
を
数
回
繰

り
返
し
行
い
、
最
終
的
な
和

解
の
署
名
の
と
き
は
、
町
長

と
顧
問
弁
護
士
と
私
、
３
人

で
伺
い
、
相
手
は
被
害
者
の

女
性
と
家
族
の
男
性
が
同
席

し
て
い
た
。再

発
防
止
に
向
け
、

一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
担
当
課
、
ま
た
担
当
職
員

は
、
懲
戒
処
分
等
の
処
分
を

し
た
。

里
庄
寄
島
線
の
バ

ス
は
現
在
行
政
に

よ
っ
て
運
行
し
て
い
る
。

　
財
政
の
厳
し
い
現
在
、
見

直
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
。

　
費
用
と
利
用
人
数
は
。

平
成
30
年
度
は
一

日
当
た
り
40
・
９

人
、
一
便
当
た
り
平
均
２
・

９
人
。

　
費
用
は
里
庄
が
１
５
６
万

円
負
担
し
、
浅
口
市
と
共
同

運
行
し
て
い
る
。

朝
、
夕
の
便
数
と

町
内
の
利
用
人
数
、

個
人
負
担
は
い
く
ら
か
。

朝
７
便
、
夕
７
便

計
14
便
運
行
。

　
最
近
の
調
査
は
な
い
が
、

５
年
ほ
ど
前
の
調
査
で
は
、

６
人
ほ
ど
利
用
し
て
い
た
。

　
４
人
は
勤
め
の
人
、
２
人

は
高
齢
者
の
利
用
。
運
賃
は

８
区
間
ま
で
が
１
０
０
円
そ

れ
以
上
は
２
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
は
一
律
１
０
０

円
と
し
て
い
る
。

髙
田

　卓
司 

議
員

里庄寄島線のバス運行を
　　　　　　　　見直しては
　　　町長／今後も続けていく　

問問

町
財
政
は
長
年
の

赤
字
体
質
に
よ
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

基
金
（
預
金
）
を
取
り
崩
し

補
っ
て
き
た
。

　
結
果
、
基
金
も
底
を
つ
い

て
き
て
お
り
、
今
後
根
本
的

な
考
え
方
を
変
え
な
け
れ
ば

財
政
破
綻
も
現
実
の
も
の
と

な
る
。

　
町
長
は
社
会
保
障
の
増
加
、

公
共
施
設
の
改
修
、
負
担
金
、

借
金
の
返
済
な
ど
で
預
金
の

取
り
崩
し
が
と
め
ら
れ
な
い
。

改
善
の
た
め
に
は
事
業
の
見

直
し
、
経
費
の
削
減
、
事
業

問

を
見
き
わ
め
て
持
続
可
能
な

発
展
的
な
行
政
運
営
が
必
要

と
言
っ
て
い
る
が
、
現
実
は

違
っ
て
い
る
。

　
町
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

事
業
を
進
め
る
中

で
、
目
的
が
あ
る

か
ら
基
金
を
取
り
崩
し
て
き

た
。

　
基
金
は
減
っ
た
が
社
会
資

本
は
整
備
で
き
て
い
る
。

　
財
政
破
綻
と
い
う
の
は
何

を
基
準
に
言
っ
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
。

　
借
金
は
交
付
税
と
し
て
返

　
駅
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
駅
前
の
整
備
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
進
め
て

い
く
。

駅
前
買
収
の
坪
単

価
は
、
正
式
に
算

定
し
て
い
な
い
。
地
価
公
示

単
価
を
基
準
と
し
算
定
す
る

が
、
今
の
段
階
で
は
し
て
い

な
い
。

　
ま
だ
面
積
が
確
定
し
て
い

な
い
、
ど
の
範
囲
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
こ
の
範
囲
に

お
さ
め
た
い
と
い
う
の
は
あ

っ
た
が
、
ど
う
い
う
形
に
な

る
か
、
ど
の
面
積
に
な
る
か

と
い
う
の
が
わ
か
ら
な
い
段

階
で
想
定
を
し
た
概
算
で
あ

る
。

町
財
政
が
非
常
に

厳
し
い
現
状
に
お

い
て
、
数
人
の
た
め
に
１
５

０
万
円
の
費
用
を
使
う
の
は

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
今
後
、
路
線
の
継
続
を
見

直
す
必
要
は
な
い
か
。

企
業
誘
致
に
元
の
運
動
公
園

　
　
　予
定
地
を
利
用
し
て
は

町
長
／
難
し
い
問
題
が
あ
る

っ
て
く
る
の
で
健
全
性
は
保

た
れ
て
い
る
。

交
付
金
と
し
て
返

っ
て
く
る
と
言
う

け
れ
ど
１
０
０
％
は
返
っ
て

こ
な
い
。
町
の
持
ち
出
し
分

は
残
っ
て
い
る
。

　
基
金
が
５
億
円
を
切
っ
た

ら
財
政
破
綻
と
見
な
さ
れ
る
。

　
下
水
道
の
借
金
返
済
を
開

発
基
金
で
行
っ
て
い
る
が
２

億
円
を
切
る
状
況
だ
が
今
後

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
財
政
再
建
に
は
企
業
誘
致

し
か
な
い
が
、
元
の
公
園
予

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

町
民

課
長

町
長

問

町
長

問

浅
口
市
と
里
庄
町

が
協
議
を
し
始
め

た
事
業
で
あ
り
、
公
共
交
通

機
関
と
し
て
維
持
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。

町
長

定
地
（
ほ
と
ん
ど
買
収
済
で

利
用
計
画
な
し
）
を
利
用
し

て
は
ど
う
か
。

　
い
ま
あ
る
企
業
が
他
へ
移

転
し
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

必
要
と
思
う
が
。

基
本
的
な
考
え
は

言
わ
れ
る
通
り
。

　
議
員
提
案
の
場
所
は
、
ア

ク
セ
ス
、
そ
れ
に
伴
う
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
、
水
道
、
下
水

道
、
電
気
な
ど
、
そ
し
て
住

民
生
活
へ
の
影
響
な
ど
を
考

え
る
と
難
し
い
、
困
難
な
部

分
が
あ
る
と
考
え
る
。

町
長
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一
般
質
問

里庄寄島線のバス

一
般
質
問駅

前
広
場
整
備
事

業
は
、
概
算
で
総

額
３
億
５
０
０
０
万
円
ほ
ど

の
費
用
を
投
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
財
政
が
豊
か
で
な

い
と
き
に
大
き
な
投
資
を
し

て
大
丈
夫
な
の
か
。　

　
随
分
前
か
ら
町
民
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
要
望
し

て
い
る
。
町
は
、
な
ぜ
町
民

の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
の
か
。

　
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
を

除
け
ば
、
駅
前
は
非
常
に
閑

散
と
し
て
お
り
、
最
近
は
タ

ク
シ
ー
す
ら
待
機
し
て
い
な

い
。
子
ど
も
や
通
勤
者
の
安

全
は
、
駅
前
を
整
備
し
な
け

れ
ば
安
全
が
確
保
で
き
な
い

の
か
。

　
町
長
は
、
駅
前
に
住
ん
で

い
る
人
が
将
来
を
考
え
、
今

家
を
建
て
か
え
た
い
と
言
っ

問

岡村咲津紀 議員

駅
前
の
坪
単
価
は
い
く
ら
か

　
　
　
　
　農
林
建
設
課
長
／
正
式
に
算
定
は
し
て
い
な
い

た
と
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の

人
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
早

急
に
進
め
た
い
の
で
は
。

　
多
く
の
町
民
の
声
に
耳
を

傾
け
る
余
裕
が
な
ぜ
、
町
長

に
は
な
い
の
か
。

　
概
算
で
用
地
補
償
、
建
物

等
の
補
償
が
２
億
５
０
０
０

万
円
、
工
事
関
係
が
１
億
円
、

測
量
や
家
屋
調
査
の
委
託
料

が
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
総
事
業
費
の
半
分
以
上
が

用
地
の
調
査
や
、
立
ち
退
き

費
用
で
あ
る
。
駅
前
の
坪
単

価
を
ど
れ
ぐ
ら
い
で
見
積
も

っ
て
い
る
の
か

第
１
段
階
で
、
駅

前
の
安
全
確
保
と

利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
整

備
を
実
施
し
、
第
２
段
階
で

駅
構
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
等
を
Ｊ
Ｒ
や
関
係
機
関
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
第
２
段
階
は
、
駅
構
内
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
で
あ

り
、Ｊ
Ｒ
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
進
め
る
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
が
実
施

主
体
と
な
る
と
Ｊ
Ｒ
、
国
、

そ
し
て
地
元
自
治
体
が
３
分

の
１
ず
つ
費
用
を
負
担
す
る
。

　
現
時
点
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
の
設
置
や
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
事
業
を
進
め
れ
ば
、
全

額
町
が
費
用
を
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
町
は
、
ま
ず
駅
前
の
安
全

性
の
確
保
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
た
上
で
、
次
に
駅

構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

住民票の附票誤送付
　  　町民課長／気の緩み緊張感に欠けた

住
民
票
の
附
票
誤

送
付
で
和
解
、
損

害
賠
償
が
成
立
し
、
町
が
５

３
６
万
２
５
５
０
円
の
賠
償

を
示
談
交
渉
し
、
全
員
協
議

会
で
示
談
、
和
解
の
詳
細
の

報
告
を
受
け
た
。

　
示
談
交
渉
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
の
か
。

　
今
回
は
、
総
合
賠
償
補
償

保
険
（
個
人
情
報
漏
え
い
保

険
）
の
適
用
で
約
９
割
が
保

険
金
で
賄
わ
れ
、
町
長
が
５

問

カ
月
間
15
％
の
給
料
カ
ッ
ト

で
補
う
と
い
う
。
今
後
、
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
町
長

が
責
任
を
と
る
の
か
。

３
月
に
住
民
基
本

台
帳
で
支
援
措
置

申
し
出
者
に
係
る
戸
籍
の
附

票
を
誤
っ
て
交
付
し
発
覚
し

た
。
こ
の
件
は
気
の
緩
み
と
、

緊
張
感
が
欠
け
る
中
、
確
認

作
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　
被
害
者
は
町
外
に
住
ん
で

お
り
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
窓

口
担
当
の
女
性
と
私
で
伺
い

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
し
、

意
見
を
聞
く
こ
と
を
数
回
繰

り
返
し
行
い
、
最
終
的
な
和

解
の
署
名
の
と
き
は
、
町
長

と
顧
問
弁
護
士
と
私
、
３
人

で
伺
い
、
相
手
は
被
害
者
の

女
性
と
家
族
の
男
性
が
同
席

し
て
い
た
。再

発
防
止
に
向
け
、

一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
担
当
課
、
ま
た
担
当
職
員

は
、
懲
戒
処
分
等
の
処
分
を

し
た
。

里
庄
寄
島
線
の
バ

ス
は
現
在
行
政
に

よ
っ
て
運
行
し
て
い
る
。

　
財
政
の
厳
し
い
現
在
、
見

直
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
。

　
費
用
と
利
用
人
数
は
。

平
成
30
年
度
は
一

日
当
た
り
40
・
９

人
、
一
便
当
た
り
平
均
２
・

９
人
。

　
費
用
は
里
庄
が
１
５
６
万

円
負
担
し
、
浅
口
市
と
共
同

運
行
し
て
い
る
。

朝
、
夕
の
便
数
と

町
内
の
利
用
人
数
、

個
人
負
担
は
い
く
ら
か
。

朝
７
便
、
夕
７
便

計
14
便
運
行
。

　
最
近
の
調
査
は
な
い
が
、

５
年
ほ
ど
前
の
調
査
で
は
、

６
人
ほ
ど
利
用
し
て
い
た
。

　
４
人
は
勤
め
の
人
、
２
人

は
高
齢
者
の
利
用
。
運
賃
は

８
区
間
ま
で
が
１
０
０
円
そ

れ
以
上
は
２
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
は
一
律
１
０
０

円
と
し
て
い
る
。

髙
田

　卓
司 

議
員

里庄寄島線のバス運行を
　　　　　　　　見直しては
　　　町長／今後も続けていく　

問問

町
財
政
は
長
年
の

赤
字
体
質
に
よ
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

基
金
（
預
金
）
を
取
り
崩
し

補
っ
て
き
た
。

　
結
果
、
基
金
も
底
を
つ
い

て
き
て
お
り
、
今
後
根
本
的

な
考
え
方
を
変
え
な
け
れ
ば

財
政
破
綻
も
現
実
の
も
の
と

な
る
。

　
町
長
は
社
会
保
障
の
増
加
、

公
共
施
設
の
改
修
、
負
担
金
、

借
金
の
返
済
な
ど
で
預
金
の

取
り
崩
し
が
と
め
ら
れ
な
い
。

改
善
の
た
め
に
は
事
業
の
見

直
し
、
経
費
の
削
減
、
事
業

問

を
見
き
わ
め
て
持
続
可
能
な

発
展
的
な
行
政
運
営
が
必
要

と
言
っ
て
い
る
が
、
現
実
は

違
っ
て
い
る
。

　
町
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

事
業
を
進
め
る
中

で
、
目
的
が
あ
る

か
ら
基
金
を
取
り
崩
し
て
き

た
。

　
基
金
は
減
っ
た
が
社
会
資

本
は
整
備
で
き
て
い
る
。

　
財
政
破
綻
と
い
う
の
は
何

を
基
準
に
言
っ
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
。

　
借
金
は
交
付
税
と
し
て
返

　
駅
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
駅
前
の
整
備
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
進
め
て

い
く
。

駅
前
買
収
の
坪
単

価
は
、
正
式
に
算

定
し
て
い
な
い
。
地
価
公
示

単
価
を
基
準
と
し
算
定
す
る

が
、
今
の
段
階
で
は
し
て
い

な
い
。

　
ま
だ
面
積
が
確
定
し
て
い

な
い
、
ど
の
範
囲
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
こ
の
範
囲
に

お
さ
め
た
い
と
い
う
の
は
あ

っ
た
が
、
ど
う
い
う
形
に
な

る
か
、
ど
の
面
積
に
な
る
か

と
い
う
の
が
わ
か
ら
な
い
段

階
で
想
定
を
し
た
概
算
で
あ

る
。

町
財
政
が
非
常
に

厳
し
い
現
状
に
お

い
て
、
数
人
の
た
め
に
１
５

０
万
円
の
費
用
を
使
う
の
は

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
今
後
、
路
線
の
継
続
を
見

直
す
必
要
は
な
い
か
。

企
業
誘
致
に
元
の
運
動
公
園

　
　
　予
定
地
を
利
用
し
て
は

町
長
／
難
し
い
問
題
が
あ
る

っ
て
く
る
の
で
健
全
性
は
保

た
れ
て
い
る
。

交
付
金
と
し
て
返

っ
て
く
る
と
言
う

け
れ
ど
１
０
０
％
は
返
っ
て

こ
な
い
。
町
の
持
ち
出
し
分

は
残
っ
て
い
る
。

　
基
金
が
５
億
円
を
切
っ
た

ら
財
政
破
綻
と
見
な
さ
れ
る
。

　
下
水
道
の
借
金
返
済
を
開

発
基
金
で
行
っ
て
い
る
が
２

億
円
を
切
る
状
況
だ
が
今
後

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
財
政
再
建
に
は
企
業
誘
致

し
か
な
い
が
、
元
の
公
園
予

企
画
商
工

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

町
民

課
長

町
長

問

町
長

問

浅
口
市
と
里
庄
町

が
協
議
を
し
始
め

た
事
業
で
あ
り
、
公
共
交
通

機
関
と
し
て
維
持
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。

町
長

定
地
（
ほ
と
ん
ど
買
収
済
で

利
用
計
画
な
し
）
を
利
用
し

て
は
ど
う
か
。

　
い
ま
あ
る
企
業
が
他
へ
移

転
し
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

必
要
と
思
う
が
。

基
本
的
な
考
え
は

言
わ
れ
る
通
り
。

　
議
員
提
案
の
場
所
は
、
ア

ク
セ
ス
、
そ
れ
に
伴
う
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
、
水
道
、
下
水

道
、
電
気
な
ど
、
そ
し
て
住

民
生
活
へ
の
影
響
な
ど
を
考

え
る
と
難
し
い
、
困
難
な
部

分
が
あ
る
と
考
え
る
。

町
長
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一
般
質
問
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一
般
質
問町

内
に
管
理
が
必

要
な
た
め
池
と
、

改
修
が
必
要
な
た
め
池
は
い

く
つ
あ
る
の
か
。

　
分
館
長
会
議
で
必
要
で
な

い
池
は
樋
を
抜
き
水
を
干
し
、

防
火
用
水
等
に
必
要
な
池
は

残
す
と
説
明
を
受
け
た
。

　
最
近
、
米
を
作
る
人
も
少

な
く
な
り
、
水
を
余
り
必
要

し
な
い
池
も
あ
る
。
水
量
を

調
整
し
、
満
水
に
な
ら
な
い

対
策
を
し
た
ら
ど
う
か
。

　
地
元
の
、
池
係
の
連
絡
体

制
や
池
の
利
用
状
況
な
ど
の

情
報
交
換
は
実
施
し
て
い
る

の
か
。

た
め
池
台
帳
に
88

カ
所
が
記
載
し
て

あ
り
、
う
ち
防
災
重
点
の
た

め
池
が
45
カ
所
で
あ
る
。

問

平野　敏弘 議員

た
め
池
の
改
修
は

　
　
　
　
　農
林
建
設
課
参
事
／
総
合
的
に
判
断
し
進
め
る

　
改
修
を
必
要
と
す
る
た
め

池
は
84
カ
所
で
、
貯
水
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
管
理
の
必

要
が
あ
る
。
改
修
計
画
は
総

合
的
に
判
断
し
進
め
て
い
く
。

分
館
長
会
議
で
豪
雨
の
前
や

台
風
の
前
、
ま
た
利
用
が
な

い
池
は
、
水
位
を
下
げ
る
よ

う
に
お
願
い
し
た
。

　
現
在
調
査
を
し
て
お
り
そ

の
結
果
に
基
づ
き
、
地
元
水

利
委
員
さ
ん
と
利
用
状
況
の

情
報
交
換
を
適
宜
行
い
対
応

し
て
い
く
。

休暇が取れる制度を
　　　総務課長／今の職員体制では難しい

上
司
が
休
み
を
と

ら
な
い
の
で
職
場

内
で
休
み
を
と
り
に
く
い
。

　
若
い
職
員
が
気
を
使
わ
ず

休
暇
が
取
れ
る
制
度
を
取
り

問

入
れ
た
ら
ど
う
か
。

　
役
場
は
不
夜
城
の
ご
と
く
、

深
夜
２
時
ご
ろ
ま
で
明
か
り

が
つ
い
て
い
る
。
改
善
策
は

あ
る
の
か
。今

の
職
員
体
制
で

は
な
か
な
か
現
実

が
伴
わ
な
く
、
職
員
の
負
担

が
増
え
、
難
し
い
。

　
現
在
の
職
員
数
で
対
応
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
。

　
業
務
改
善
や
工
夫
を
し
て

業
務
に
当
た
る
。

職
員
が
深
夜
遅
く

ま
で
仕
事
を
し
て

い
る
の
は
、
承
知
を
し
て
い

る
。
職
員
の
健
康
管
理
の
上

か
ら
も
、
好
ま
し
い
状
況
で

は
な
い
。

❶
島
根
県
は
、
中

国
電
力
島
根
原
発

の
事
故
を
想
定
し
、
原
子
力

災
害
時
に
備
え
た
島
根
県
広

域
避
難
計
画
を
公
表
し
て
い

る
。

　
里
庄
町
で
も
松
江
市
内
か

ら
約
７
０
０
人
を
受
け
入
れ

る
計
画
だ
が
、
作
成
に
当
た

り
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
調
整

を
行
っ
た
の
か
。

　
ま
た
７
０
０
人
の
園
児
、

生
徒
、
医
療
機
関
の
入
院
者

等
そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。

❷
避
難
に
関
す
る
手
順
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
し
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
定
め
た
の
か
。

　
平
時
か
ら
要
員
の
研
修
、

訓
練
の
実
施
等
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
が
、
避
難
者
受
け

入
れ
の
訓
練
の
実
績
や
今
後

の
計
画
は
。

❸
島
根
原
発
の
事
故
で
里
庄

町
も
安
全
で
は
な
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

❹
中
国
電
力
や
国
に
対
し
、

島
根
原
発
再
稼
働
、
廃
炉
を

要
請
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

❶
平
成
24
年
８
月

に
松
江
市
か
ら
避

佐
藤

　耕
三 

議
員

島根原発再稼働、廃炉の要請は
　　　副町長／要請する考えはない

問

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
職
員
採
用
は

Ａ
見
極
め
な
が
ら
採
用
し
て

い
く

Ｑ
喫
煙
場
所
の
設
置
は

Ａ
喫
煙
場
所
は
設
け
な
い

難
す
る
地
区
、
人
数
の
打
診

が
あ
っ
た
。
島
根
県
、
岡
山

県
、
松
江
市
、
里
庄
町
の
４

者
で
協
議
を
行
い
、
24
年
10

月
に
書
面
に
よ
る
照
会
を
受

け
、
受
け
入
れ
お
よ
び
広
域

避
難
計
画
に
つ
い
て
了
承
し

た
。

　
７
０
０
人
の
内
訳
は
分
か

ら
な
い
。

❷
現
時
点
で
は
、
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
く
対
応
を
実
施

す
る
予
定
で
個
別
の
検
討
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
定
め
て
い

な
い
。

　
ま
た
、
島
根
原
発
の
事
故

の
み
を
対
象
と
し
た
備
蓄
は

検
討
し
て
い
な
い
。
岡
山
県

災
害
時
相
互
応
援
連
絡
協
議

会
が
定
め
て
い
る
目
標
備
蓄

量
の
保
有
を
目
指
し
て
段
階

的
に
数
量
を
ふ
や
し
て
い
る

と
こ
ろ
。

　
避
難
者
受
け
入
れ
の
訓
練

の
計
画
予
定
は
な
い
。

❸
原
子
力
災
害
に
お
い
て
緊

急
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
が
お
お
む
ね
30
キ
ロ
圏
内

と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
直

接
的
な
影
響
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
飲
料
水
、
魚
介
類
の
安
全

に
つ
い
て
は
、
明
確
に
は
わ

か
ら
な
い
。

❹
要
請
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

農
林
建
設
課

参

　
　事

総
務

課
長

町
長

準備や運営を町民に
　　　　教委事務局長／今後検討する

町
民
大
会
の
準
備

や
運
営
は
、
役
場

の
職
員
や
各
種
団
体
の
関
係

者
だ
け
は
な
く
、
希
望
す
れ

ば
一
般
の
町
民
も
参
加
し
て

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
し

て
は
ど
う
か
。

町
民
の
人
々
か
ら
、

準
備
や
運
営
に
協

力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

町
民
全
体
で
大
会
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、
次

年
度
の
大
会
に
向
け
、
具
体

的
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。 問

教
委
事
務

局

　
　長

副
町
長

❶
自
動
ブ
レ
ー
キ

シ
ス
テ
ム
等
の
安

全
サ
ポ
ー
ト
機
能
が
あ
れ
ば
、

事
故
を
防
ぐ
こ
と
や
被
害
を

小
さ
く
す
る
こ
と
は
可
能
で

は
。

　
全
国
的
に
市
町
村
レ
ベ
ル

で
、
香
川
県
で
は
県
レ
ベ
ル

で
制
度
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
。

　
里
庄
町
で
も
安
全
サ
ポ
ー

ト
車
の
購
入
の
助
成
制
度
を

問 安
全
サ
ポ
ー
ト
車
の

　
　購
入
の
助
成
制
度
を

町
長
／
貴
重
な
意
見
と
し
て
賜
り
た
い

設
け
て
は
ど
う
か
。

❷
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
タ

ク
シ
ー
券
を
配
付
し
て
い
る
。

助
成
し
て
も
ら
え
る
な
ら
先

進
の
車
を
買
お
う
と
な
れ
ば

タ
ク
シ
ー
券
を
配
付
す
る
必

要
は
な
い
。
前
向
き
に
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
が
。

❶
国
で
は
安
全
運

転
サ
ポ
ー
ト
車
の

一
層
の
普
及
を
進
め
て
い
る
。

　
県
で
も
平
成
30
年
度
か
ら

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ド
ラ
イ
ブ
推

進
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
国
や
県
の

取
り
組
み
を
町
民
に
周
知
し
、

必
要
性
を
感
じ
て
も
ら
い
安

全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
を
取
得

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

　
現
時
点
で
購
入
補
助
制
度

の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

❷
貴
重
な
意
見
と

し
て
賜
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

企
画
商
工

課

　
　長

町
長
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般
質
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内
に
管
理
が
必

要
な
た
め
池
と
、

改
修
が
必
要
な
た
め
池
は
い

く
つ
あ
る
の
か
。

　
分
館
長
会
議
で
必
要
で
な

い
池
は
樋
を
抜
き
水
を
干
し
、

防
火
用
水
等
に
必
要
な
池
は

残
す
と
説
明
を
受
け
た
。

　
最
近
、
米
を
作
る
人
も
少

な
く
な
り
、
水
を
余
り
必
要

し
な
い
池
も
あ
る
。
水
量
を

調
整
し
、
満
水
に
な
ら
な
い

対
策
を
し
た
ら
ど
う
か
。

　
地
元
の
、
池
係
の
連
絡
体

制
や
池
の
利
用
状
況
な
ど
の

情
報
交
換
は
実
施
し
て
い
る

の
か
。

た
め
池
台
帳
に
88

カ
所
が
記
載
し
て

あ
り
、
う
ち
防
災
重
点
の
た

め
池
が
45
カ
所
で
あ
る
。

問

平野　敏弘 議員

た
め
池
の
改
修
は

　
　
　
　
　農
林
建
設
課
参
事
／
総
合
的
に
判
断
し
進
め
る

　
改
修
を
必
要
と
す
る
た
め

池
は
84
カ
所
で
、
貯
水
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
管
理
の
必

要
が
あ
る
。
改
修
計
画
は
総

合
的
に
判
断
し
進
め
て
い
く
。

分
館
長
会
議
で
豪
雨
の
前
や

台
風
の
前
、
ま
た
利
用
が
な

い
池
は
、
水
位
を
下
げ
る
よ

う
に
お
願
い
し
た
。

　
現
在
調
査
を
し
て
お
り
そ

の
結
果
に
基
づ
き
、
地
元
水

利
委
員
さ
ん
と
利
用
状
況
の

情
報
交
換
を
適
宜
行
い
対
応

し
て
い
く
。

休暇が取れる制度を
　　　総務課長／今の職員体制では難しい

上
司
が
休
み
を
と

ら
な
い
の
で
職
場

内
で
休
み
を
と
り
に
く
い
。

　
若
い
職
員
が
気
を
使
わ
ず

休
暇
が
取
れ
る
制
度
を
取
り

問

入
れ
た
ら
ど
う
か
。

　
役
場
は
不
夜
城
の
ご
と
く
、

深
夜
２
時
ご
ろ
ま
で
明
か
り

が
つ
い
て
い
る
。
改
善
策
は

あ
る
の
か
。今

の
職
員
体
制
で

は
な
か
な
か
現
実

が
伴
わ
な
く
、
職
員
の
負
担

が
増
え
、
難
し
い
。

　
現
在
の
職
員
数
で
対
応
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
。

　
業
務
改
善
や
工
夫
を
し
て

業
務
に
当
た
る
。

職
員
が
深
夜
遅
く

ま
で
仕
事
を
し
て

い
る
の
は
、
承
知
を
し
て
い

る
。
職
員
の
健
康
管
理
の
上

か
ら
も
、
好
ま
し
い
状
況
で

は
な
い
。

❶
島
根
県
は
、
中

国
電
力
島
根
原
発

の
事
故
を
想
定
し
、
原
子
力

災
害
時
に
備
え
た
島
根
県
広

域
避
難
計
画
を
公
表
し
て
い

る
。

　
里
庄
町
で
も
松
江
市
内
か

ら
約
７
０
０
人
を
受
け
入
れ

る
計
画
だ
が
、
作
成
に
当
た

り
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
調
整

を
行
っ
た
の
か
。

　
ま
た
７
０
０
人
の
園
児
、

生
徒
、
医
療
機
関
の
入
院
者

等
そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。

❷
避
難
に
関
す
る
手
順
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
し
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
定
め
た
の
か
。

　
平
時
か
ら
要
員
の
研
修
、

訓
練
の
実
施
等
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
が
、
避
難
者
受
け

入
れ
の
訓
練
の
実
績
や
今
後

の
計
画
は
。

❸
島
根
原
発
の
事
故
で
里
庄

町
も
安
全
で
は
な
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

❹
中
国
電
力
や
国
に
対
し
、

島
根
原
発
再
稼
働
、
廃
炉
を

要
請
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

❶
平
成
24
年
８
月

に
松
江
市
か
ら
避

佐
藤

　耕
三 

議
員

島根原発再稼働、廃炉の要請は
　　　副町長／要請する考えはない

問

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
職
員
採
用
は

Ａ
見
極
め
な
が
ら
採
用
し
て

い
く

Ｑ
喫
煙
場
所
の
設
置
は

Ａ
喫
煙
場
所
は
設
け
な
い

難
す
る
地
区
、
人
数
の
打
診

が
あ
っ
た
。
島
根
県
、
岡
山

県
、
松
江
市
、
里
庄
町
の
４

者
で
協
議
を
行
い
、
24
年
10

月
に
書
面
に
よ
る
照
会
を
受

け
、
受
け
入
れ
お
よ
び
広
域

避
難
計
画
に
つ
い
て
了
承
し

た
。

　
７
０
０
人
の
内
訳
は
分
か

ら
な
い
。

❷
現
時
点
で
は
、
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
く
対
応
を
実
施

す
る
予
定
で
個
別
の
検
討
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
定
め
て
い

な
い
。

　
ま
た
、
島
根
原
発
の
事
故

の
み
を
対
象
と
し
た
備
蓄
は

検
討
し
て
い
な
い
。
岡
山
県

災
害
時
相
互
応
援
連
絡
協
議

会
が
定
め
て
い
る
目
標
備
蓄

量
の
保
有
を
目
指
し
て
段
階

的
に
数
量
を
ふ
や
し
て
い
る

と
こ
ろ
。

　
避
難
者
受
け
入
れ
の
訓
練

の
計
画
予
定
は
な
い
。

❸
原
子
力
災
害
に
お
い
て
緊

急
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
が
お
お
む
ね
30
キ
ロ
圏
内

と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
直

接
的
な
影
響
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
飲
料
水
、
魚
介
類
の
安
全

に
つ
い
て
は
、
明
確
に
は
わ

か
ら
な
い
。

❹
要
請
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

農
林
建
設
課

参

　
　事

総
務

課
長

町
長

準備や運営を町民に
　　　　教委事務局長／今後検討する

町
民
大
会
の
準
備

や
運
営
は
、
役
場

の
職
員
や
各
種
団
体
の
関
係

者
だ
け
は
な
く
、
希
望
す
れ

ば
一
般
の
町
民
も
参
加
し
て

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
し

て
は
ど
う
か
。

町
民
の
人
々
か
ら
、

準
備
や
運
営
に
協

力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

町
民
全
体
で
大
会
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、
次

年
度
の
大
会
に
向
け
、
具
体

的
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。 問

教
委
事
務

局

　
　長

副
町
長

❶
自
動
ブ
レ
ー
キ

シ
ス
テ
ム
等
の
安

全
サ
ポ
ー
ト
機
能
が
あ
れ
ば
、

事
故
を
防
ぐ
こ
と
や
被
害
を

小
さ
く
す
る
こ
と
は
可
能
で

は
。

　
全
国
的
に
市
町
村
レ
ベ
ル

で
、
香
川
県
で
は
県
レ
ベ
ル

で
制
度
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
。

　
里
庄
町
で
も
安
全
サ
ポ
ー

ト
車
の
購
入
の
助
成
制
度
を

問 安
全
サ
ポ
ー
ト
車
の

　
　購
入
の
助
成
制
度
を

町
長
／
貴
重
な
意
見
と
し
て
賜
り
た
い

設
け
て
は
ど
う
か
。

❷
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
タ

ク
シ
ー
券
を
配
付
し
て
い
る
。

助
成
し
て
も
ら
え
る
な
ら
先

進
の
車
を
買
お
う
と
な
れ
ば

タ
ク
シ
ー
券
を
配
付
す
る
必

要
は
な
い
。
前
向
き
に
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
が
。

❶
国
で
は
安
全
運

転
サ
ポ
ー
ト
車
の

一
層
の
普
及
を
進
め
て
い
る
。

　
県
で
も
平
成
30
年
度
か
ら

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ド
ラ
イ
ブ
推

進
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
国
や
県
の

取
り
組
み
を
町
民
に
周
知
し
、

必
要
性
を
感
じ
て
も
ら
い
安

全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
を
取
得

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

　
現
時
点
で
購
入
補
助
制
度

の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

❷
貴
重
な
意
見
と

し
て
賜
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

企
画
商
工

課

　
　長

町
長
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❶
町
の
行
政
に
関

す
る
こ
と
も
、
町

で
行
っ
て
い
る
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
の
対
象
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
始
め
か
ら
対
象
に
し
な
い
、

排
除
す
る
、
は
適
切
で
な
い
。

　
町
民
の
悩
み
は
堂
々
と
受

け
て
立
つ
の
が
町
民
に
優
し

い
町
政
の
あ
り
方
だ
。

❷
町
の
職
員
と
意
見
が
合
わ

な
い
の
で
弁
護
士
に
聞
き
た

い
、
と
い
う
場
合
の
こ
と
だ
。

　
弁
護
士
規
定
28
条
に
は
、

但
し
書
き
が
あ
る
。
ど
う
書

い
て
い
る
か
。

❸
井
原
と
矢
掛
は
い
い
と
言

っ
て
い
る
の
な
ら
、
は
っ
き

り
そ
う
言
う
べ
き
。

　
規
程
も
前
半
だ
け
読
み
、

但
し
書
き
は
隠
し
た
が
、「
た

だ
し
、
依
頼
者
及
び
相
手
方

が
同
意
し
た
場
合
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
。」
と
は
っ
き
り

書
か
れ
て
い
る
。

　
ど
う
か
。

❹
相
談
に
来
る
人
と
町
が
い

い
と
言
え
ば
で
き
る
こ
と
だ
。

　
里
庄
町
は
町
民
に
冷
た
い

こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

　
他
の
弁
護
士
に
す
る
こ
と

は
、
検
討
し
た
か
。

❺
行
政
相
談
員
の
行
政
相
談

や
人
権
擁
護
委
員
の
悩
み
ご

と
相
談
で
は
な
い
。
法
的
な

解
決
を
探
る
た
め
だ
。

　
ど
う
し
て
だ
め
な
の
か
、

町
長
に
聞
く
。

❶
笠
岡
市
、
浅
口

市
と
も
、
当
町
と

同
様
の
対
応
。
井
原
市
、
矢

掛
町
は
、
岡
山
弁
護
士
会
か

ら
の
派
遣
弁
護
士
が
実
施
し

問

仁科　英麿 議員

　町
の
行
政
に
関
す
る
こ
と
も

　
　弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　対
象
に
す
べ
き

　
　
　
　企
画
商
工
課
長
／
引
き
続
き
扱
え
な
い
こ
と
に
し
た
い

周囲が確認できる部分の分筆は
　　地籍調査の中でも認めるべき
　  　国土調査室長／認めるのは相当でない

❶
境
界
の
一
部
が

確
認
で
き
な
い
土

地
で
も
、
分
筆
し
た
い
部
分

は
周
囲
全
体
が
全
て
確
認
で

き
る
場
合
は
、
地
籍
調
査
の

中
で
も
分
筆
を
認
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

❷
そ
れ
は
、
ど
こ
に
書
か
れ

て
い
る
の
か
。
国
の
指
導
か
。

　
こ
れ
は
自
治
事
務
で
あ
り
、

地
方
が
判
断
す
る
こ
と
だ
。

　
ま
た
、
公
共
事
業
の
と
き

は
、
広
大
地
等
の
特
例
と
い

う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
。

❸
法
律
そ
の
他
に
違
反
し
な

け
れ
ば
、
現
場
で
一
番
い
い

よ
う
に
取
り
扱
え
ば
よ
い
。

　
指
導
が
お
か
し
い
な
ら
、

直
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

❹
現
場
重
視
で
考
え
る
べ
き
。

町
長
の
考
え
は
。

❺
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
。

　
事
業
完
了
ま
で
に
あ
と
何

年
か
か
る
か
。

❻
筆
界
未
定
は
、
何
件
か
。

　
そ
の
う
ち
町
有
地
は
ど
れ

だ
け
か
。
道
路
関
係
は
。　

　
筆
界
未
定
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
解
消
す
る
の
か
。

❼
地
籍
調
査
は
、
市
町
村
が

公
図
等
を
探
り
な
が
ら
、
も
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一
般
質
問

一
般
質
問

平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
か
ら
１
年

が
経
っ
た
。
業
者
が
足
り
な

く
て
作
業
が
進
ま
な
い
と
説

明
が
あ
り
、
３
月
の
定
例
会

で
繰
越
明
許
費
と
な
っ
た
。

❶
今
現
在
、
復
旧
の
状
況
は
。

❷
今
年
度
中
、
す
べ
て
完
了

す
る
の
か
。

❸
８
月
15
日
台
風
上
陸
の
被

害
状
況
は
。

❹
川
の
浚
渫
の
要
望
は
、
各

分
館
か
ら
出
て
い
る
の
か
。

❺
２
級
河
川
は
県
の
管
理
、

他
準
用
河
川
は
す
べ
て
町
の

管
理
な
の
か
。

❻
川
と
思
っ
て
い
た
が
、
水

路
と
な
る
と
地
区
の
管
理
と

い
う
考
え
か
。

❼
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か

る
の
か
。

❶
農
林
水
産
施
設

災
害
復
旧
が
必
要

な
箇
所
39
カ
所
の
う
ち
、
30

カ
所
が
工
事
完
了
。
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
が
必
要
な

箇
所
、
74
カ
所
の
う
ち
70
カ

所
工
事
完
了
。

❷
奥
迫
池
の
災
害
復
旧
工
事

で
一
部
水
漏
れ
の
箇
所
が
見

仁
科
千
鶴
子 

議
員

川の浚渫は
　　　農林建設課長／今年度中に対応する

問

つ
か
っ
た
。
今
調
査
し
、
県

と
国
と
協
議
し
て
い
る
が
、

工
法
が
変
わ
れ
ば
金
額
も
期

間
も
変
わ
る
。
あ
と
は
、
全

部
今
の
予
算
内
で
完
了
す
る

予
定
。

❸
町
道
の
林
道
に
倒
木
が
あ

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
被
害
は

な
い
。

❹
妙
見
川
、
池
田
排
水
、
中

川
、
井
溝
川
の
浚
渫
要
望
が

出
て
い
る
。
今
年
度
中
に
対

応
す
る
。

❺
２
級
河
川
は
県
が
管
理
、

準
用
河
川
は
中
川
と
い
う
水

路
５
０
０
メ
ー
ト
ル
。
川
と

い
う
名
前
だ
が
、
す
べ
て
大

き
な
水
路
と
い
う
扱
い
。

　
別
に
、
砂
防
河
川
が
あ
り
、

構
造
物
は
県
管
理
、
周
り
は

町
管
理
、
堆
積
物
は
町
・
地

元
管
理
と
な
る
。

❻
地
元
で
い
く
ら
か
管
理
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
大
き
な
水
路
は
、
要
望
を

出
し
て
も
ら
い
、
現
地
確
認

し
対
応
す
る
。

❼
50
㎥
で
重
機
・
処
分
費
用

で
１
６
０
万
、
整
地
で
済
む

と
重
機
を
含
ま
ず
２
万
５
０

０
０
円
ぐ
ら
い
。

体
と
心
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に

も
、
食
事
は
大
変
重
要
で
あ

る
。

❶
健
康
づ
く
り
事
業
は
何
を

し
て
い
る
か
。

❷
理
学
療
法
士
は
健
康
づ
く

り
と
ど
う
い
う
立
ち
位
置
か
。

❸
生
活
習
慣
病
対
策
を
効
果

的
に
進
め
る
上
で
も
管
理
栄

養
士
の
役
割
は
大
き
い
。
管

理
栄
養
士
が
い
な
い
の
は
、

　
岡
山
県
内
で
は
２
町
だ
け
。

　
臨
時
で
雇
っ
て
い
る
が
、

里
庄
に
は
必
要
が
な
い
の
か
。

❶
特
定
検
診
等
検

診
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
同
時
に
食
生

活
指
導
・
講
演
会
を
行
っ
て

い
る
。
保
健
指
導
や
健
康
教

育
を
実
施
。
健
康
祭
り
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
実
施
し

て
い
る
。

❷
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

問 管
理
栄
養
士
は
必
要
な
い
の
か

町
長
／
直
ち
に
配
置
す
る
考
え
は
な
い

あ
る
人
を
対
象
に
健
康
体
操

を
実
施
。
介
護
予
防
の
上
で

役
割
は
重
要
で
あ
る
。
各
分

館
に
出
向
き
百
歳
体
操
を
実

施
し
て
い
る
。
機
能
訓
練
・

リ
ハ
ビ
リ
事
業
も
行
っ
て
い

る
。

❸
事
業
内
容
や
事
業
回
数
を

踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
て
臨

問

親子でなかよく！

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
弁
護
士
職
務
規
定
に
よ
り
、

町
の
行
政
に
関
す
る
相
談
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
町
へ
の
直
接
相
談
、
行
政

相
談
等
を
利
用
さ
れ
た
い
。

❷
手
元
に
な
い
の
で
、
読
め

な
い
。

❸
質
問
内
容
を
弁
護
士
に
詳

し
く
伝
え
る
こ
と
は
し
て
な

い
し
、
同
意
す
る
事
態
ま
で

町
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。

　
引
き
続
き
扱
え
な
い
こ
と

に
し
た
い
。

❹
考
え
て
い
な
い
。

❺
住
民
か
ら
の
相

談
や
質
問
、
批
判

等
に
は
、
顧
問
弁
護
士
に
相

談
も
し
な
が
ら
、
本
当
に
そ

れ
が
正
し
け
れ
ば
従
う
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
。

企
画
商
工

課

　
　長

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

時
で
お
願
い
し
て
い
る
。
平

成
30
年
度
は
30
回
程
度
お
願

い
し
た
。

　
食
生
活
指
導
の
内
容
や
回

数
を
踏
ま
え
て
、
今
後
も
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

❹
事
業
の
内
容
か

ら
見
る
と
、
必
要

な
時
に
臨
時
の
人
を
お
願
い

し
て
、
十
分
推
進
で
き
て
い

る
。
現
時
点
で
直
ち
に
管
理

栄
養
士
を
配
置
す
る
考
え
は

な
い
。

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長

と
も
と
の
権
利
関
係
を
復
元

す
る
こ
と
。

　
町
が
、
一
つ
で
も
多
く
解

決
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
。

❶
残
地
の
筆
が
特

定
さ
れ
な
い
限
り
、

土
地
を
分
筆
し
た
こ
と
に
な

ら
な
い
た
め
、
分
筆
が
あ
っ

た
と
す
る
の
は
相
当
で
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
制
度
が
変
わ
ら
な
い

限
り
、
今
後
の
変
更
も
な
い
。

❷
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
、

県
の
指
導
も
受
け
な
が
ら
、

そ
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

❸
町
独
自
の
調
査
事
業
で
は

な
い
。
あ
く
ま
で
法
に
基
づ

い
て
行
う
と
い
う
こ
と
。

❺
29
年
度
ま
で
で
78
・
25
％
。

　
現
地
調
査
に
あ
と
３
年
。

❻
筆
界
未
定
は
68
件
。
う
ち

町
有
地
34
件
、
道
路
29
件
。

　
調
査
完
了
後
そ
れ
ぞ
れ
で

解
消
に
努
め
る
形
に
な
る
。

❹
室
長
答
弁
の
と

お
り
。

❼
町
は
で
き
る
こ

と
は
し
て
い
る
。

国
土
調
査

室

　
　長

副
町
長

町
長
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❶
町
の
行
政
に
関

す
る
こ
と
も
、
町

で
行
っ
て
い
る
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
の
対
象
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
始
め
か
ら
対
象
に
し
な
い
、

排
除
す
る
、
は
適
切
で
な
い
。

　
町
民
の
悩
み
は
堂
々
と
受

け
て
立
つ
の
が
町
民
に
優
し

い
町
政
の
あ
り
方
だ
。

❷
町
の
職
員
と
意
見
が
合
わ

な
い
の
で
弁
護
士
に
聞
き
た

い
、
と
い
う
場
合
の
こ
と
だ
。

　
弁
護
士
規
定
28
条
に
は
、

但
し
書
き
が
あ
る
。
ど
う
書

い
て
い
る
か
。

❸
井
原
と
矢
掛
は
い
い
と
言

っ
て
い
る
の
な
ら
、
は
っ
き

り
そ
う
言
う
べ
き
。

　
規
程
も
前
半
だ
け
読
み
、

但
し
書
き
は
隠
し
た
が
、「
た

だ
し
、
依
頼
者
及
び
相
手
方

が
同
意
し
た
場
合
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
。」
と
は
っ
き
り

書
か
れ
て
い
る
。

　
ど
う
か
。

❹
相
談
に
来
る
人
と
町
が
い

い
と
言
え
ば
で
き
る
こ
と
だ
。

　
里
庄
町
は
町
民
に
冷
た
い

こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

　
他
の
弁
護
士
に
す
る
こ
と

は
、
検
討
し
た
か
。

❺
行
政
相
談
員
の
行
政
相
談

や
人
権
擁
護
委
員
の
悩
み
ご

と
相
談
で
は
な
い
。
法
的
な

解
決
を
探
る
た
め
だ
。

　
ど
う
し
て
だ
め
な
の
か
、

町
長
に
聞
く
。

❶
笠
岡
市
、
浅
口

市
と
も
、
当
町
と

同
様
の
対
応
。
井
原
市
、
矢

掛
町
は
、
岡
山
弁
護
士
会
か

ら
の
派
遣
弁
護
士
が
実
施
し

問

仁科　英麿 議員

　町
の
行
政
に
関
す
る
こ
と
も

　
　弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　対
象
に
す
べ
き

　
　
　
　企
画
商
工
課
長
／
引
き
続
き
扱
え
な
い
こ
と
に
し
た
い

周囲が確認できる部分の分筆は
　　地籍調査の中でも認めるべき
　  　国土調査室長／認めるのは相当でない

❶
境
界
の
一
部
が

確
認
で
き
な
い
土

地
で
も
、
分
筆
し
た
い
部
分

は
周
囲
全
体
が
全
て
確
認
で

き
る
場
合
は
、
地
籍
調
査
の

中
で
も
分
筆
を
認
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

❷
そ
れ
は
、
ど
こ
に
書
か
れ

て
い
る
の
か
。
国
の
指
導
か
。

　
こ
れ
は
自
治
事
務
で
あ
り
、

地
方
が
判
断
す
る
こ
と
だ
。

　
ま
た
、
公
共
事
業
の
と
き

は
、
広
大
地
等
の
特
例
と
い

う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
。

❸
法
律
そ
の
他
に
違
反
し
な

け
れ
ば
、
現
場
で
一
番
い
い

よ
う
に
取
り
扱
え
ば
よ
い
。

　
指
導
が
お
か
し
い
な
ら
、

直
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

❹
現
場
重
視
で
考
え
る
べ
き
。

町
長
の
考
え
は
。

❺
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
。

　
事
業
完
了
ま
で
に
あ
と
何

年
か
か
る
か
。

❻
筆
界
未
定
は
、
何
件
か
。

　
そ
の
う
ち
町
有
地
は
ど
れ

だ
け
か
。
道
路
関
係
は
。　

　
筆
界
未
定
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
解
消
す
る
の
か
。

❼
地
籍
調
査
は
、
市
町
村
が

公
図
等
を
探
り
な
が
ら
、
も
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一
般
質
問

一
般
質
問

平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
か
ら
１
年

が
経
っ
た
。
業
者
が
足
り
な

く
て
作
業
が
進
ま
な
い
と
説

明
が
あ
り
、
３
月
の
定
例
会

で
繰
越
明
許
費
と
な
っ
た
。

❶
今
現
在
、
復
旧
の
状
況
は
。

❷
今
年
度
中
、
す
べ
て
完
了

す
る
の
か
。

❸
８
月
15
日
台
風
上
陸
の
被

害
状
況
は
。

❹
川
の
浚
渫
の
要
望
は
、
各

分
館
か
ら
出
て
い
る
の
か
。

❺
２
級
河
川
は
県
の
管
理
、

他
準
用
河
川
は
す
べ
て
町
の

管
理
な
の
か
。

❻
川
と
思
っ
て
い
た
が
、
水

路
と
な
る
と
地
区
の
管
理
と

い
う
考
え
か
。

❼
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か

る
の
か
。

❶
農
林
水
産
施
設

災
害
復
旧
が
必
要

な
箇
所
39
カ
所
の
う
ち
、
30

カ
所
が
工
事
完
了
。
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
が
必
要
な

箇
所
、
74
カ
所
の
う
ち
70
カ

所
工
事
完
了
。

❷
奥
迫
池
の
災
害
復
旧
工
事

で
一
部
水
漏
れ
の
箇
所
が
見

仁
科
千
鶴
子 

議
員

川の浚渫は
　　　農林建設課長／今年度中に対応する

問

つ
か
っ
た
。
今
調
査
し
、
県

と
国
と
協
議
し
て
い
る
が
、

工
法
が
変
わ
れ
ば
金
額
も
期

間
も
変
わ
る
。
あ
と
は
、
全

部
今
の
予
算
内
で
完
了
す
る

予
定
。

❸
町
道
の
林
道
に
倒
木
が
あ

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
被
害
は

な
い
。

❹
妙
見
川
、
池
田
排
水
、
中

川
、
井
溝
川
の
浚
渫
要
望
が

出
て
い
る
。
今
年
度
中
に
対

応
す
る
。

❺
２
級
河
川
は
県
が
管
理
、

準
用
河
川
は
中
川
と
い
う
水

路
５
０
０
メ
ー
ト
ル
。
川
と

い
う
名
前
だ
が
、
す
べ
て
大

き
な
水
路
と
い
う
扱
い
。

　
別
に
、
砂
防
河
川
が
あ
り
、

構
造
物
は
県
管
理
、
周
り
は

町
管
理
、
堆
積
物
は
町
・
地

元
管
理
と
な
る
。

❻
地
元
で
い
く
ら
か
管
理
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
大
き
な
水
路
は
、
要
望
を

出
し
て
も
ら
い
、
現
地
確
認

し
対
応
す
る
。

❼
50
㎥
で
重
機
・
処
分
費
用

で
１
６
０
万
、
整
地
で
済
む

と
重
機
を
含
ま
ず
２
万
５
０

０
０
円
ぐ
ら
い
。

体
と
心
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に

も
、
食
事
は
大
変
重
要
で
あ

る
。

❶
健
康
づ
く
り
事
業
は
何
を

し
て
い
る
か
。

❷
理
学
療
法
士
は
健
康
づ
く

り
と
ど
う
い
う
立
ち
位
置
か
。

❸
生
活
習
慣
病
対
策
を
効
果

的
に
進
め
る
上
で
も
管
理
栄

養
士
の
役
割
は
大
き
い
。
管

理
栄
養
士
が
い
な
い
の
は
、

　
岡
山
県
内
で
は
２
町
だ
け
。

　
臨
時
で
雇
っ
て
い
る
が
、

里
庄
に
は
必
要
が
な
い
の
か
。

❶
特
定
検
診
等
検

診
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
同
時
に
食
生

活
指
導
・
講
演
会
を
行
っ
て

い
る
。
保
健
指
導
や
健
康
教

育
を
実
施
。
健
康
祭
り
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
実
施
し

て
い
る
。

❷
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

問 管
理
栄
養
士
は
必
要
な
い
の
か

町
長
／
直
ち
に
配
置
す
る
考
え
は
な
い

あ
る
人
を
対
象
に
健
康
体
操

を
実
施
。
介
護
予
防
の
上
で

役
割
は
重
要
で
あ
る
。
各
分

館
に
出
向
き
百
歳
体
操
を
実

施
し
て
い
る
。
機
能
訓
練
・

リ
ハ
ビ
リ
事
業
も
行
っ
て
い

る
。

❸
事
業
内
容
や
事
業
回
数
を

踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
て
臨

問

親子でなかよく！

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
弁
護
士
職
務
規
定
に
よ
り
、

町
の
行
政
に
関
す
る
相
談
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
町
へ
の
直
接
相
談
、
行
政

相
談
等
を
利
用
さ
れ
た
い
。

❷
手
元
に
な
い
の
で
、
読
め

な
い
。

❸
質
問
内
容
を
弁
護
士
に
詳

し
く
伝
え
る
こ
と
は
し
て
な

い
し
、
同
意
す
る
事
態
ま
で

町
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。

　
引
き
続
き
扱
え
な
い
こ
と

に
し
た
い
。

❹
考
え
て
い
な
い
。

❺
住
民
か
ら
の
相

談
や
質
問
、
批
判

等
に
は
、
顧
問
弁
護
士
に
相

談
も
し
な
が
ら
、
本
当
に
そ

れ
が
正
し
け
れ
ば
従
う
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
。

企
画
商
工

課

　
　長

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

時
で
お
願
い
し
て
い
る
。
平

成
30
年
度
は
30
回
程
度
お
願

い
し
た
。

　
食
生
活
指
導
の
内
容
や
回

数
を
踏
ま
え
て
、
今
後
も
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

❹
事
業
の
内
容
か

ら
見
る
と
、
必
要

な
時
に
臨
時
の
人
を
お
願
い

し
て
、
十
分
推
進
で
き
て
い

る
。
現
時
点
で
直
ち
に
管
理

栄
養
士
を
配
置
す
る
考
え
は

な
い
。

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長

と
も
と
の
権
利
関
係
を
復
元

す
る
こ
と
。

　
町
が
、
一
つ
で
も
多
く
解

決
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
。

❶
残
地
の
筆
が
特

定
さ
れ
な
い
限
り
、

土
地
を
分
筆
し
た
こ
と
に
な

ら
な
い
た
め
、
分
筆
が
あ
っ

た
と
す
る
の
は
相
当
で
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
制
度
が
変
わ
ら
な
い

限
り
、
今
後
の
変
更
も
な
い
。

❷
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
、

県
の
指
導
も
受
け
な
が
ら
、

そ
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

❸
町
独
自
の
調
査
事
業
で
は

な
い
。
あ
く
ま
で
法
に
基
づ

い
て
行
う
と
い
う
こ
と
。

❺
29
年
度
ま
で
で
78
・
25
％
。

　
現
地
調
査
に
あ
と
３
年
。

❻
筆
界
未
定
は
68
件
。
う
ち

町
有
地
34
件
、
道
路
29
件
。

　
調
査
完
了
後
そ
れ
ぞ
れ
で

解
消
に
努
め
る
形
に
な
る
。

❹
室
長
答
弁
の
と

お
り
。

❼
町
は
で
き
る
こ

と
は
し
て
い
る
。

国
土
調
査

室

　
　長

副
町
長

町
長
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　狭
田
子
供
会
は
、
幼
稚
園

児
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
て
、
現
在
二
世
帯

二
名
の
少
な
い
人
数
で
仲
良

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　登
下
校
で
は
、
人
数
が
少

な
い
た
め
、
安
広
地
区
の
登

校
班
と
一
緒
に
、
地
域
の
方

に
同
行
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
毎
日
安
全
に
登
下
校
し

て
い
ま
す
。

　夏
休
み
に
は
、
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
い
、
少
人
数
の
た
め

狭
田
・
安
広
・
宮
地
の
三
地

区
合
同
で
プ
チ
旅
行
に
行
っ

て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　地
域
の
方
々
に
は
、
子
ど

も
一
一
〇
番
の
設
置
や
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
に
ご
協
力
し
て

い
た
だ
き
安
全
に
登
下
校
が

で
き
て
い
ま
す
。

　資
源
回
収
に
も
ご
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
仲
良
く
・

楽
し
く
・
元
気
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も

達
の
成
長
を
一
緒
に
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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地域の 子どもたち子どもたち

こ
れ
か
ら
も
仲
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く・楽
し
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に

狭

田

子

供

会

「リーン・・リーン・・」耳を澄ませ
ば虫の声。　爽やかな秋の訪れを感じ
ながら、夜空を見上げることが多く
なりました。春夏秋冬の中でも過ご
しやすく、美味しい食べ物やこの季
節にしか見られない町並みの色や空
気を感じることができます。
　一緒に里庄散策しませんか。

議会だより議会だより

（22）………………………シリーズ“地域の子どもたち”（狭田子供会）
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岡山県 里庄町議会岡山県 里庄町議会

よっしゃ～ 1着！（里庄中学校）よっしゃ～ 1着！（里庄中学校）

（14）…………………………………………町政を問う！（7人が登壇）

（6）………………………………令和元年度 一般会計補正予算（第3号）

（2）…………………………………………………………平成30年度 決算

（8）…………………………………………駅前の将来ビジョンは（質疑）
（仁科千）

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

令和元年第６回定例会は、１２月９日（月）から始まる予定です。


